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総務委員会会議録 

 

平成２８年３月１６日 水曜日 

  午前１０時００分開議 

  午前１１時５９分閉議（実時間１１６分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．所管事務調査 

 ・総合計画の策定推進等に関する諸問題の調

査 

  （八代市総合計画（後期基本計画）平成

２８～２９年度実施計画について） 

 ・行財政の運営に関する諸問題の調査 

  （平成２８年４月１日付組織再編につい

て） 

  （八代地域人権オンブズパーソン制度の見

直しについて） 

  （コミュニティセンター施設の一部管理業

務委託について） 

                              

○本日の会議に出席した者 

 委 員 長  堀 口   晃 君 

 副委員長  堀   徹 男 君 

 委  員  亀 田 英 雄 君 

 委  員  鈴木田 幸 一 君 

 委  員  中 村 和 美 君 

 委  員  西 濵 和 博 君 

 委  員  前 川 祥 子 君 

 

※欠席委員  成 松 由紀夫  君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 企画振興部長     福 永 知 規 君 
 
  企画政策課長 
            宮 川 武 晴 君 
  （政策審議監担当兼務） 
 

 市民環境部 

  市民環境部次長   堀   泰 彦 君 
 
  人権政策課長 
            濵 田 大 祐 君 
  （人権啓発センター所長兼務） 
 
 
  市民活動政策課長 
            久木田 昌 一 君 
  （消費生活センター所長兼務） 

                              

○記録担当書記     小 川 孝 浩 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（堀口 晃君） 皆さんおはようござ

います。(｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り） 

 ３月１４日の総務委員会に引き続き、きょう

も総務委員会を開催することになりました。 

 定刻となり、定足数に達しましたので、ただ

いまから総務委員会を開会いたします。 

                              

◎所管事務調査 

・総合計画の策定推進等に関する諸問題の調査 

・行財政の運営に関する諸問題の調査 

○委員長（堀口 晃君） それでは、当委員会

所管事務調査２件を一括議題として調査を進め

ます。 

 当委員会の所管事務調査は、行財政運営に関

する諸問題の調査、総合計画の策定推進等に関

する諸問題の調査、以上の２件です。 

 このうち、まず総合計画の策定推進等に関す

る諸問題の調査に関して、執行部から発言の申

し出があっておりますので、これを許します。 

                              

・総合計画の策定推進等に関する諸問題の調査

（八代市総合計画（後期基本計画）平成２８～

２９年度実施計画について） 

○企画振興部長（福永知規君） 委員長。 

○委員長（堀口 晃君） はい、ちょっと待っ

て。 

 それでは、八代市総合計画（後期基本計画）

平成２８～２９年度実施計画についてを説明を
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お願いいたします。 

○企画振興部長（福永知規君） 委員長。 

○委員長（堀口 晃君） はい、福永企画振興

部長。 

○企画振興部長（福永知規君） おはようござ

います。(｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）企画振興部福永でございます。 

 八代市総合計画（後期基本計画）平成２８～

２９年度実施計画について、詳細を宮川企画政

策課長のほうから報告いたさせます。よろしく

お願いいたします。 

○企画政策課長（政策審議監担当兼務）（宮川

武晴君） 委員長。 

○委員長（堀口 晃君） はい、宮川企画政策

課長。 

○企画政策課長（政策審議監担当兼務）（宮川

武晴君） 改めまして、おはようございます。

(｢おはようございます」と呼ぶ者あり）企画政

策課、宮川でございます。着座にて説明をさせ

ていただきます。 

○委員長（堀口 晃君） はい、どうぞ。 

○企画政策課長（政策審議監担当兼務）（宮川

武晴君） 失礼します。 

 それでは、お手元にはですね、このたび作成

いたしました総合計画後期基本計画の平成２８

年度、２９年度までの２カ年の実施計画のほう

を配付させていただいておりますので、御準備

のほうをお願いいたします。 

 総合計画実施計画は通常、３年間のローリン

グとなっておりますが、２９年度までがこの基

本計画の期間でございますので、今回は、２カ

年の計画として策定をしておりますので、あら

かじめ御承知おきいただければと思います。 

 ２８年度からの事業ということで、予算等も

含めまして、まだ議決のほうをいただいており

ませんので案としているところでございますが、

内容的にはこの内容で進めさせていただきたい

と思っておりますので、御承知おきください。 

 ２８年度予算を議決いただきました後は、案

を外しまして、一般に公表いたしますとともに、

議員の皆様へも改めて配付をさせていただきま

すので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、概要につきまして説明をさせてい

ただきます。表紙をおめくりいただきますと、

目次となってございます。１の実施計画の策定

に当たってというところから始まりまして、２

の総合計画に掲げる重点施策一覧、３の５カ年

で取り組む施策、ここからが施策の大綱につな

がる具体的な事業を掲載しているという内容で、

この実施計画を策定しているところでございま

す。 

 １ページをお願いいたします。 

 １、実施計画の策定に当たってというところ

で、計画策定の趣旨、計画の期間、計画の構成、

掲載事業の考え方という項目でですね、それぞ

れ説明を記載させていただいております。 

 要約いたしますと、総合計画で掲げる１０年

間の基本構想、これに基づきます後期５カ年の

基本計画、この５カ年で取り組む事業等をお示

ししたのが、この実施計画ということになりま

す。 

 先ほど申し上げましたけれども、２カ年の計

画ということで記載しておりますとおり、一昨

年から策定しておりますが、毎年度の見直し、

３年間のローリングということで行っておりま

す。 

 それでは、また４のですね、掲載事業の考え

方のところを、済みません、御確認いただけれ

ばと思います。３行目のところを少し読まさせ

ていただきますと、実施計画に掲載する事業は、

基本計画に掲げる施策の実現に向け、重要かつ

効果的な事業を中心に掲載しています。したが

って、市が実施する全ての事業を網羅したもの

ではないというふうに記載をさせていただいて

おります。 

 では、続きまして２ページ、３ページを済み
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ません、お開きいただけますでしょうか。ここ

からは、総合計画後期基本計画に掲げておりま

す基本目標からですね、施策の大綱、施策の展

開、具体的な施策を一覧表としてお示しをして

いるものでございます。 

 具体的な施策としまして、左側に欄を設けて

おります。あと、全部でですね、１１３の施策

を掲載しておりまして、このうち二重丸で記載

しております重点施策が３５ございます。市全

体の事務事業といたしましては１０００を超え

る事務事業がございまして、その中から、この

重点施策につながる事業などを抽出いたしまし

て、２１４の事業を、この実施計画には掲載を

しております。 

 ４ページからがですね、事業名とその概要を

記載をしているというところになります。 

 済みません、少し飛んでいただいて、２４ペ

ージを御確認いただけますでしょうか。よろし

いでしょうか。２４ページですね。 

 ここは、第３章の安全で快適に暮らせるまち

を基本目標として掲げてございます。基本目標

につきましては記載のとおりでございまして、

その第３節、暮らしを支えるまちづくりのとこ

ろは、済みません、３枚おめくりいただきまし

て、３１ページにごらんいただけますでしょう

か。 

 ページの上のほうに体系図をつけてございま

す。体系図の右側がですね、具体的な施策とそ

の内容となっておりまして、６つのうちですね、

重点施策としておりますのが５項目ございまし

て、③公共交通体系の整備につきましては、次

のページの３２ページを――済みません、あち

こち行っていただいて済みません、３２ページ、

下から３段目ですね、生活交通確保維持事業と

して、私ども企画政策課のほうで取り組んでお

ります本市のバス、乗合タクシーに関します具

体的な事業を紹介、説明をさせていただいてい

るところでございます。 

 先ほど申し上げましたとおり、この実施計画

にはですね、１１３の具体的な施策に２１４の

事業を掲載しておりますので、一つ一つの事業

につきましては、本日は省略させていただきた

いと思っております。 

 なお、来年度以降の計画となりますことから、

予算や執行部の取り組み状況に応じた実施計画

としておりますことから、毎年この３月での報

告させていただいていることを御容赦いただき

たいと思います。 

 以上、報告事項の説明は以上でございます。

御意見等よろしくお願いいたします。 

○委員長（堀口 晃君） ただいま、説明が簡

単に終わりましたが、本件について、何か質疑、

御意見等ありませんか。 

 今ここに資料としてあります中の、５４ペー

ジまでございますが、この全ての部分について

質疑をさせてもらっても構いませんか。 

 宮川課長。 

○企画政策課長（政策審議監担当兼務）（宮川

武晴君） はい。この５４ページに及びます事

業につきましては、そのそれぞれ担当課という

ところが書いてございまして、それぞれの細か

い事務事業の内容につきましてはそれぞれの担

当課が実施しているところでございますので、

私どもではちょっと答えられない部分もあろう

かと思いますので、この実施計画に関します考

え方でございましたら、私どものほうでお答え

のほうをさせていただきたいと思います。 

○委員長（堀口 晃君） はい、わかりました。 

 本件について、何か質疑、御意見等あります

か。 

○委員（中村和美君） はい。 

○委員長（堀口 晃君） 中村委員。 

○委員（中村和美君） 今の３２ページの生活

交通確保維持の件、これは要望でありますが、

年々高齢化して、年々孤立化するという状況で

ございますので、大体、坂本とか、泉、東陽、
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反対にいえば二見のほうもかもしれませんが、

何人が、大体何年ぐらいは交通を利用するとい

うのをですね、シミュレーションをある程度し

て、計画的にですね、やることではないだろう

かなと。とってつけて予算つけたりとかじゃな

くて、大体わかりますからね、人口がどのぐら

いふえるか、どのぐらい減るか。また、今、交

通体系、体制をどのようにとっているかという

のは、専門ですのでわかると思いますので、そ

れをですね、継続的に、計画的にやっていただ

くということをお願いします。 

 いかがでしょうかね。部長でも課長でも。 

○委員長（堀口 晃君） 宮川企画政策課長。 

○企画政策課長（政策審議監担当兼務）（宮川

武晴君） それでは、課のほうでお答えさせて

いただきます。ただいまの御意見のとおり、継

続して、計画的に進めてまいろうと考えてござ

います。 

 以上でございます。（委員中村和美君「よろ

しくお願いします」と呼ぶ） 

○委員長（堀口 晃君） ほか、ありませんか。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（堀口 晃君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） はい。今、中村委員の

おっしゃったとおりですね、ほんとに、先日も

申しましたが、疲弊するばっかりということを、

現実として、そこら辺を直視してですね。それ

でも、どうにかしてですよ、人口をふやせんか

なという夢はあるもんですけん、現実を見なが

らですよ、どげんかしてふやせるような施策を

ですよ、頑張って共有していただきたいなとい

うふうに思うとと、ほんとに先日も言いました

が、現地に足をやっぱり運んでいただきたい。

それが一番大事かなというふうに思っておりま

すので、よろしくお願いしたいと思います。 

 済みません、続けてよかですか。 

○委員長（堀口 晃君） はい、どうぞ。 

○委員（亀田英雄君） さっきの数は何て言い

なったですかね。数ばちょっと教えてください。 

○企画政策課長（政策審議監担当兼務）（宮川

武晴君） はい。 

○委員長（堀口 晃君） 宮川計画政策課長。 

○企画政策課長（政策審議監担当兼務）（宮川

武晴君） はい。済みません。 

 まずですね、この２ページ、３ページを済み

ません、御確認をいただければと思いますけれ

ども、ここの表でですね、一番左側が総合計画

で掲げます基本目標からスタートしておりまし

て、一番右側のところですね、具体的な施策が、

１１３の具体的な施策をここには記載をさせて

いただいております。済みません。はい。（委

員亀田英雄君「具体的には１１３」と呼ぶ）１

１３でございます。 

 で、この事業の中身は、先ほど申し上げまし

たとおり、各課それぞれですね、取り組んでい

るところではあるんですけれども、２１４を抽

出して、掲載をさせていただいております。は

い。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（堀口 晃君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 市長八策ていうとはど

のように反映さるっとですか。 

○企画政策課長（政策審議監担当兼務）（宮川

武晴君） はい。 

○委員長（堀口 晃君） はい、宮川企画政策

課長。 

○企画政策課長（政策審議監担当兼務）（宮川

武晴君） はい。今、抽出をしたというところ

で申し上げましたけれども、こちらの抽出に当

たりましては、まず総合計画の重点施策である

こと、また、今御指摘ありました、地方創生の

人口減少を捉えました、今地方創生ということ

で取り組ませていただいてますので、その地方

創生に関連するもの。そして、市長八策に関連

するものをですね、一応、事務方のほうで抽出

いたしまして掲載をしております。で、どの事
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業がどうかというのはですね、ちょっと済みま

せん、あれなんですが、はい、この抽出に当た

ってはそこも踏まえて２１４事業は選んでおり

ます。 

○委員長（堀口 晃君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 済みません、私の話が

ちょっとあれだったですが、１ページにピラミ

ッドのあっじゃなかですか。市長八策というと

はこのどの辺にどげん入っていくとかというと

がちょっとイメージの湧かぬもんですけん、そ

の辺の何かあっとならですね、教えていただき

たいと思います。 

○企画政策課長（政策審議監担当兼務）（宮川

武晴君） 委員長。 

○委員長（堀口 晃君） はい、宮川企画政策

課長。 

○企画政策課長（政策審議監担当兼務）（宮川

武晴君） はい。まず、この実施計画と申しま

すのは、総合計画、こちらに本編を用意してお

りますけれども、この総合計画というのは、い

ろんな取り組みの方向性を示したものでござい

ますので、じゃあ実際、具体的な事業をどうす

るのかということをお示ししたのが、この実施

計画というところでまず御理解をいただきたい

と思います。 

 その中で、八策との関係になりますが、この

実施をしていく事業の方向性といいますか、市

政運営を図っていく上での方向性を示したのが

市長八策になりますので、この実施計画を選ぶ

際、ここにはちょっと、総合計画からスタート

した計画づくりですので、八策のところを具体

的には書いておりませんが、その実施計画とし

て事業を取り組むに当たっては、その八策も踏

まえた計画としているというところで御理解を

いただければと思います。 

○委員長（堀口 晃君） 亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 今度八策の見直しの行

われたちゅう話のあったじゃなかですか。その

辺がこれに関係してくっとかなという感じの…

…。だから、その辺がですたい、その辺ばちょ

っと話ばもう少し重ねてもらえんどかなと。 

 今回、突然、市長八策の見直しがあったって

いう。見直しがありましたよね。その辺の関連

性のあっとか、なかっかという話ですたい。今

度、２年間のあればしなったでしょう。で、公

約ば変えらすとですけんが、何かこう。実際わ

かりやすくしたっちゅう話ですばってんが、そ

の辺と何かリンクのあっとかなというふうに思

ったもんですけん、今、質問をして、どのあた

りの位置づけになっとですかっていう話ばして

みたっですが、その辺は何か関連性のあっとで

すか、今度変えらしたことと。変えらしたちゅ

うか、体系を変えらした。 

 ちょっと質問が的を射ぬかもしれんですが、

その辺のちょっと話ば重ねてもらえればと思い

ますが。 

○企画振興部長（福永知規君） はい。 

○委員長（堀口 晃君） はい。福永企画振興

部長。 

○企画振興部長（福永知規君） はい。今おっ

しゃっていただいたのは、市長八策と総合計画

の関連性がどこに見出せるかということだった

と思いますが。総合計画は八代市が持ちます、

最も範囲の広い、名前のとおり総合的な計画、

私たちは最上位計画と呼んでますけれども、こ

れが我々の行動範囲、つまり計画を立てるだけ

じゃなくて実施するということで非常に大事な

ところなんですね。それを示したものが総合計

画で、将来ビジョンということで基本構想の中

に示しています。 

 市長八策については、現時点で市長が重要だ

と思う施策を打ち出して、組織内で浸透して、

それを活用していくというものであります。で

すから、市長八策が総合計画の外に逸脱すると

いうことはまずないというふうに考えておりま

す。総合計画の考え方、範疇の中に市長八策は
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入ってくるというふうに考えております。 

 それをより具体的に、何をやるかということ

をわかりやすくするという組みかえを今度させ

ていただいたということですので、農業振興、

それから、何ですか、前の言葉を忘れた……。

ああ、農林水産業の振興、地域振興、環境対策、

そういったもろもろの言葉で言っていたものを、

何のためにどうしますということを組みかえさ

せていただいたということが主でございますの

で、総合計画の中に当然入って、八策は実施さ

れていく。そして、そこの重要度合いというか、

その緊急度合いというのは、実施計画の中では

やっぱり上がってきているということになりま

す。 

 部品として組み立てられているということで

はございません。考え方を共有して、実施に向

けて、現状に合わせて動いているということで

す。はい。 

○委員長（堀口 晃君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） だけん、商工政策は頭

出しのなかごとなっとっと。という、委員長の

代弁ばちょっとしてみたっですが。（笑声） 

○企画振興部長（福永知規君） はい。 

○委員長（堀口 晃君） 福永企画振興部長。 

○企画振興部長（福永知規君） 商工という言

葉を今度は、商工をするのは一体何のためにあ

るかと、そこまでさかのぼったときに、経済の

浮揚と雇用、にぎわいの創出、こういうものを

共有できるということで言葉を変えさせていた

だいたと。商工という一つの部門だけに限った

ことではなくて、これは八代地域の経済の浮揚

や雇用、にぎわいの創出につながるんだという

考え方を示したものということです。ですから、

商工がなくなったわけではございません。 

○委員（亀田英雄君） はい、済みません。 

○委員長（堀口 晃君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） ちょっと意地悪な言い

方をして申しわけないです。（企画振興部長福

永知規君「いえいえ」と呼ぶ） 

 結局、頭出し、わかりにくかっですたいね、

話の、それに当たっとる人たちはようわかっと

でしょうが。結局、頭がなくなったちゅう話で

ですよ、それに入っととでしょうって話ですが、

わかりにくかもんですけん、こげんした話ばし

とっですが。もうちょっと、何かこう、わから

ぬとが悪かっか、わかりにくかとが……。どっ

ちが悪かっかですが、もう少しわかりやすくで

すね、何かでけんもんかなと思うとですよ。だ

けん、質問ば重ぬっとですが、できればわかり

やすく。 

○企画振興部長（福永知規君） はい。 

○委員長（堀口 晃君） はい、福永企画振興

部長。 

○企画振興部長（福永知規君） おっしゃると

おりだと思います。国のほうが今、人口減少、

それに対して全国的に取り組みを強めたいとい

う思いで、今、総合戦略というのをですね、政

策的に進めている。それに呼応して、地方のほ

とんどが総合戦略に基づいた施策を今打ち出し

てきていると。それには当然、国のほうからの

資金というのもついているというのが、ここ近

々に変化が起きてきたところです。 

 ですから、私たちはそれを逃すことなく、や

っぱりつかまえるということが重要だと考えて

ますし、それが地域の進める方向と合致してい

るということはもちろん当然確認の上でですけ

ども、それを進めていくということになります。 

 国のほうも、その辺はちょっと心配という

か、我々は総合計画を持っているのに、また総

合戦略をつくるのかという問いかけが地方から

国のほうには相当行っているということに対し

ては、お答えはですね、ちょっと文面を持って

きてないんですけど、総合戦略と総合計画は違

うものでありますとお答えされてます。違うも

の。（｢違うの」と呼ぶ者あり）ただし、総合

戦略の中身が総合計画とちゃんとオーバーラッ
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プしている、これは、何ですか、国のほうから

ですね、そうであってはならないとか、そうい

うことではないよと。つまり、オーバーラップ

するということを国のほうも当然意識した上で

総合戦略の策定を地方のほうに呼びかけている

ということです。 

 じゃあ、政権かわったらまたという話はある

かもしれませんけど、現時点で私たちが最も市

の発展のために使える資金を獲得するため、あ

るいは我々のやろうとしていること、今、加速

化交付金という名前になってますけど、加速化

させるためには、この方法を使うということを

きっちりこの総合計画の中にも入れ込んで、こ

の実施計画のほうにも反映させていくというと

ころです。 

 ですから現状、総合計画をつくった１０年前

と変わらないところももちろんございますけれ

ども、状況によって変化しているところには柔

軟に対応させていく。それが、３段階に総合計

画ができている意味だというふうに捉えていま

す。 

○委員長（堀口 晃君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 何となくわかったよう

な気がします。わからぬ……。 

 ちょっともう一つ、これが変わってきた部分

というのは何かありますか。（｢変わった部

分」と呼ぶ者あり） 

○企画政策課長（政策審議監担当兼務）（宮川

武晴君） はい。 

○委員長（堀口 晃君） はい、宮川企画政策

課長。 

○企画政策課長（政策審議監担当兼務）（宮川

武晴君） それでは、昨年度の計画から少し変

わったところを説明をさせていただきますと、

例えば、済みません、７ページを御確認いただ

けますでしょうか。 

 下から２段目に、結婚活動応援事業というの

を、私どもの施策として取り組んでおりますの

で、今後、これは去年度から始めまして、また

来年度も引き続きやりたいということで、定住

化の促進、人口減少に少しでもというところで

取り組みをスタートしておりますので、去年は

書いておりませんでしたが、記載のほうをさせ

ていただいております。 

 それから、私どもの宣伝ばっかりして申しわ

けないんですも、２６ページを、済みません、

見ていただきますと、２６ページの下から４段

目、５段目、これがですね、定住促進対策事業

と申しまして、こちらに記載をしておりますと

おりですね、定住対策のほうを進めさせていた

だこうというところで記載をしていると。あ

と、下の空き家バンク事業、これも、たしか今

年度から記載をした新規事業ではなかったかと

思います。 

 こういった、今、御指摘が冒頭ありました人

口減少、そういったものへの施策ということで

新たに取り組ませていただいている部分は記載

のほうをさせていただいております。 

 以上、簡単ではございますけども、幾つかか

いつまんで説明させていただきました。 

○委員長（堀口 晃君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） もうよかです。 

○委員長（堀口 晃君） よろしいですか。 

○企画政策課長（政策審議監担当兼務）（宮川

武晴君） それと、済みません。 

○委員長（堀口 晃君） はい、宮川企画政策

課長。 

○企画政策課長（政策審議監担当兼務）（宮川

武晴君） はい。例えば、きょう、今年度で終

了予定をしております学校耐震ですとかです

ね、そういったものについては、もう当然この

中から消えておりますので。それはもう、前回

策定しておりますことと見比べていただけると

すぐわかるかなと思います。 

 済みません、補足でございます。 

○委員長（堀口 晃君） ほか、ございません
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か。 

 はい、堀委員。 

○委員（堀 徹男君） はい。５カ年で取り組

む施策ということで５章までつくってあります

けど、大きな項目でいけば、４で計画推進の方

策ということで、新しいのができているような

……。これ、もともとありましたっけ、この

項。 

○委員長（堀口 晃君） 何ページ。 

○委員（堀 徹男君） ５１ページですね。 

○委員長（堀口 晃君） ５１ページ。 

○委員（堀 徹男君） 前の計画にも載ってま

したっけ。 

○委員長（堀口 晃君） はい、宮川企画政策

課長。 

○企画政策課長（政策審議監担当兼務）（宮川

武晴君） はい。前回策定いたしましたもの

で、今手元にありますけども、４８ページから

ですね、計画の推進の方策ということで、は

い、記載のほうはさせていただいてございま

す。（委員堀徹男君「ああ、そうですか」と呼

ぶ）はい。 

○委員長（堀口 晃君） はい、堀委員。 

○委員（堀 徹男君） いや、住民自治の推進

が、もともとどこかの章に位置づけられたよう

な気がしたもんですから、前の計画だとです

ね。以前いただいたやつではもう既に、５４ペ

ージにあるような、何ですか、計画推進の方策

のほうに移動してありましたっけ。 

○委員長（堀口 晃君） はい、宮川企画政策

課長。 

○企画政策課長（政策審議監担当兼務）（宮川

武晴君） はい。こちらがですね、第２章の協

働によるまちづくりの推進ということで、前回

計画でも同じところ、第２章のですね、協働に

よるまちづくりの推進に住民自治事業は記載さ

せていただいております。 

 今回、こちらの分が減ってるんですが、こっ

ちは、１０周年記念事業とかですね、国勢調査

事業、こういったものが完了しておりますので

ボリュームとしては減っておりますけども、は

い、以前からこの場所に記載をさせていただい

ております。 

○委員長（堀口 晃君） はい、堀委員。 

○委員（堀 徹男君） はい、わかりました。

済みません。 

○委員長（堀口 晃君） はい。ほか、ありま

せんか。 

 はい、西濵委員。 

○委員（西濵和博君） はい。先ほど、福永部

長さんからもありましたように、この計画とい

うのは、市の基本的なよりどころとなる取り扱

いかなというふうに以前から認識してるところ

ですけども、たしか法改正があって、以前から

自治体、必ずこれは義務づけられてたんだけれ

ども、もうそれぞれでいいよというふうな形に

なってきているかと思います。 

 ひところ総花的だとやゆされてた時期もあり

ますけれども、本市は、私の評価としては、非

常に熱心に、一生懸命、全般的に取り組んでい

るなというふうには思うところでございます

が、今回、２カ年分のローリングということに

当たりましては、もちろん行政の内部のことで

はございますので各部署で十分積み上げられて

きたことかと思うんですが、市民の意向とか市

民の声っていうのはどういう形で反映されてい

らっしゃるか、その過程、プロセスがあればお

示しいただければと思います。 

○委員長（堀口 晃君） はい、宮川企画政策

課長。 

○企画政策課長（政策審議監担当兼務）（宮川

武晴君） 確認ですですが、それは、今の計画

でございますか、それとも次期計画についてで

すか。 

○委員（西濵和博君） 済みません。 

○委員長（堀口 晃君） はい、西濵委員。 
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○委員（西濵和博君） はい。今回、こういう

ふうに示してありましたけれども、次の計画に

向けての準備の中での。済みません、ちょっと

言葉足らずで。 

○委員長（堀口 晃君） はい、宮川課長。 

○企画政策課長（政策審議監担当兼務）（宮川

武晴君） はい。今、委員から御指摘のとおり

ですね、地方自治法改正が平成２３年５月２日

にございまして、地方自治法第２条４項に基づ

きまして、この総合計画というのはつくってお

りましたけれども、これが削除ということにな

っております。これはつくらなくていいという

意味ではなくて、この策定に当たっては、それ

ぞれの自治体の自主性にお任せするという、ま

さに今、委員の御指摘のとおりでございまして、

それに伴いまして、２８年度予算といたしまし

て、７６０万円、仮称でございますが次期総合

計画策定ということで予算のほうをお願いをし

ております。 

 内容といたしましては、市民の意識調査とい

うことと、あと地域別ワークショップ、それか

ら各団体のヒアリングなども行わせていただき

たいと思いますので、そういったところで、ま

ずは準備をさせていただいて、再来年度、２９

年度には、もう少し……。ちょっとまだそこま

で、この総合計画を策定するときには委員会を

策定しまして、一般の方が委員として参加いた

だきまして策定してますので、そこのプロセス

をまだお示しできるところにはありませんけれ

ども、準備段階からそういったことは進めてま

いろうと、かように考えておるところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○委員長（堀口 晃君） 西濵委員。 

○委員（西濵和博君） はい。ありがとうござ

います。 

 これまで、２９年度まででございますけれど

も、しっかり検証した上でですね、地方創生の

考え方も十分踏まえて、次に市民に夢を抱かせ

るような、期待ができるような計画づくりにお

取り組みいただければという期待を込めてから

意見とさせていただきます。頑張ってください。 

 以上です。 

○委員長（堀口 晃君） はい。ほか、ありま

せんか。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（堀口 晃君） はい、前川委員。 

○委員（前川祥子君） はい。この重点施策の

中に二重丸、より力を入れていくというような

お話でしたけど、この二重丸がついてる部分と

いうのは、それぞれの部が決めるのか。課も入

ってはいるんでしょうけれども、それぞれの部

長さん方のいろんな会議の中で決めていかれる

のか、それとも市長がトップダウンして決めて

いかれるのか、そこのところはちょっとどうい

うふうな形で決められるのか、お聞かせ願いた

いんですが。 

○企画政策課長（政策審議監担当兼務）（宮川

武晴君） はい、委員長。 

○委員長（堀口 晃君） 済みません。失礼し

ました。宮川課長。 

○企画政策課長（政策審議監担当兼務）（宮川

武晴君） 後期基本計画を策定する際にですね、

重点施策というのを、実はこのときにつくって

いるところでございます。今、その策定の重点

施策の位置づけなんですけども、実際は今おっ

しゃったとおり２方向ございまして、事務方の

ほうでですね、これは重点的に取り組んでいき

たいんだというものを提案もしていきますし、

市長として、トップといいますか、幹部のほう

でですね、こういったものを重点施策として取

り組みたいという思いを合致させたものという

ところで御理解をいただければと思います。そ

れぞれの思いが入って、この計画策定の際には、

重点施策を決めたというところでございます。 

○委員長（堀口 晃君） はい、前川委員。 



 

－10－ 

○委員（前川祥子君） はい。この二重丸がつ

いてる部分は、より重点的にというところだと

思うんですが、この二重丸がついてる部分とい

うところも、そういう考えでよろしいですか。 

○委員長（堀口 晃君） 宮川企画政策課長。 

○企画政策課長（政策審議監担当兼務）（宮川

武晴君） はい。この後期基本計画を策定いた

します際にですね、その基本目標ごとに、この

具体的な施策のところに重点施策というのを既

に決めておりましたので、これが２５年度から

の計画になりますので、その２５年のころにこ

れをやりたいというところで、あらかじめ決め

ていたというところでございます。計画的に推

進していこうということで、この基本目標ごと

にこういったところはちょっと５年間はしっか

りやっていきたいというところを決めたという

ところでございます。はい。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（堀口 晃君） はい、前川委員。 

○委員（前川祥子君） で、特にこの二重丸部

分からというようなことで、そういうふうな捉

え方でよろしいですか。例えば、この二重丸が

ついてる部分に対してはどんなふうに重点をよ

りかけていくのかと。要するに、予算をかける

のか、人を入れていくのかとか、そういうとこ

ろを、具体的なところでもいいですけど、もし

あればですね。計画があれば。 

○企画政策課長（政策審議監担当兼務）（宮川

武晴君） はい。 

○委員長（堀口 晃君） はい、宮川課長。 

○企画政策課長（政策審議監担当兼務）（宮川

武晴君） はい。優劣というのはなかなかつけ

にくいのかなと。今、このころには地方創生と

いった動きというのはありませんでしたので、

あくまでも計画を策定したときに、この総合計

画におけます後期基本計画の中で、こういった

ところは忘れずにといいますか、しっかりこう

取り組んで。全てが大事なのでですね、その中

で、あえて、重点的にやるとすればというよう

なところで書いておりますので、できるだけそ

ういう予算であったり人であったり、かけたい

というところの思いは入っておりまして、実際、

そのとおりやってるかと言われるとですね、ち

ょっとここはまた評価をちょっとやってみない

とわからないんですけども。 

 それぞれ重点施策として書いたものについて

はその部、課、やっぱり中心に据えてですね、

取り組んでいただいているというふうに考えて

おります。 

○委員長（堀口 晃君） 多分、前川委員おっ

しゃるのは、二重丸がついてるところと、つい

てないところの違いは何なのかというところを

お聞きしたいんだろうと。ついてないところと、

ついてる、二重丸がついてるところの明確な違

いというのは、同じ事業がある中においても二

重丸があるのは、どういうふうなことで重点的

にやっていくのか。この違いという部分が明確

にあるのかという、多分、御質問だろうと思う

んですけども。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（堀口 晃君） はい、前川委員。済

みません。 

○委員（前川祥子君） はい。委員長、代弁し

ていただきまして。（笑声）はい、そういうと

ころですね。 

 要するに、ちょっとこの濃淡がですね、よく

わかりづらくてですね。せっかくここまで重点

施策出されて、二重丸までつけられて、ここは

力入れていきますというところまでわかったん

ですけども、実際、じゃあ、ここのところをど

んなふうな形で反映させていくというか、さっ

き言いましたように、具体的に言ったら、予算

をかけるのか、人を入れるのかというところで、

やっぱり力を入れている部分というのはわかっ

てくると思うんですよね。 

 だから、理想じゃなくてですね、実際、これ
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は実施計画ですから、全体を網羅されての説明

ですから、全てのことはこうしますということ

をおっしゃれないとは思うんですけども、もう

ちょっとこう、実施ですから具体的にちょっと

説明していただければなと、なぜここがかなり

強く出されたのかということを。お答えができ

ればでよろしいです。 

○企画振興部長（福永知規君） はい。 

○委員長（堀口 晃君） はい、福永企画振興

部長。 

○企画振興部長（福永知規君） はい。まず、

私たちが取り組むべき事業というのは相当広範

囲ということで、最初申し上げたとおりです。 

 こういうふうにまとめる一つの意義としまし

てはですね、この計画を進めるに当たって、ど

ういう考え方を持っていくかということを共有

するということが非常に重要なことになってま

いります。こうやって説明をさせていただく、

それから組織内で職員一人一人が、我々の重要

とするものは何なのかというのを日々意識して

いただくために、こういうのはきちんと重点だ

よと示させていただいています。 

 結果として、おっしゃったように、予算づけ

をする、あるいは人員配置をするときには、こ

れは重点事業であるということが、組織内、あ

るいは市民との間で共有されておればですね、

当然、その進捗が進むように、あるいは、より

強力な推進体制をそろえるなりというのはされ

てきていると思います。例えばフードバレーの

例を持ち出すまでもなくですけれども。 

 そういう総花的になるんじゃないかという、

さっき言葉がありましたけども、その中でも我

々は、この計画を進めるに当たって、どこにポ

イントを置いているか、これを共有するために、

こういう仕組みを使わせていただいているとい

うことです。 

 場面場面で、だから重点のやり方というのは

変わってくるとは思いますけども。要望にちゃ

んと入れるとかですね、我々の関係性、つまり

国や県との関係性を強めるに当たって、この点

が我々が大事と思っていることなんですと相手

に伝えるとかですね、そういったことで重点の

度合いを強めていく。そのもとになる考え方を

示しているということです。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（堀口 晃君） はい、前川委員。 

○委員（前川祥子君） 多分、なかなかですね、

心に響くところまで説明は難しいかとは思いま

す。ただ、これはですね、やっぱり自治体の色

を出すところだと思うんですよね。特色ですよ

ね。だから、八代市は、重点施策がこれで、そ

の中でもここのところに力を入れていきたいと

いうことだと、そういうふうには理解はしてお

りますけども、あえてさせていただいたのは、

実施計画なので、実際にどういうふうに考えて

いらっしゃるのかと、一体それはどこで考えて

まとめられたものなのかというところをちょっ

と、もっと突き詰めてお聞かせいただきたかっ

たものですから、質問させていただきました。 

 どこの自治体もそうでしょうけど、人口増、

そのためには、やっぱり経済の浮揚というとこ

ろが一番だと思います。多分それが一番の観点

で、こういうところを本市は重点的にという、

これが全体的に相互作用で上がってくればとい

うふうに私自身はそう捉えましたので、はい、

一応理解はいたしました。ありがとうございま

す。 

○委員長（堀口 晃君） よろしいですか。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（堀口 晃君） はい、西濵委員。 

○委員（西濵和博君） 済みません、もう一点

お尋ねなんですけども。 

 まさしく、この総合計画、市の政策に関連す

る事務だというふうに思っております。以前、

私も一般質問で、各自治体、人員が少なくなっ

ていく行革の中にあっても、人は減っても政策
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機能を各部署に設置すべきではないかというこ

とで提案させていただいていた経緯がございま

して、おおむねどの部署にも政策課という名前

がつく部署を設けていただいているところなん

ですが、まさしく次期の大きな計画づくりに向

けてですね、各部署の政策課、そしてまた、本

年度から政策調整審議員さんを設置なされまし

たけれども、政策会議も、また、委員会も設け

られるんでしょうけれども、政策課の機能、そ

れから政調に期待するものとしてはどういった

お考えか、ちょっともしよろしければお聞きし

たいと思います。 

○委員長（堀口 晃君） はい、福永企画振興

部長。 

○企画振興部長（福永知規君） はい。今、お

尋ねの政策調整審議員、それから政策担当課と

いうのを設置させていただいておりますが、市

としての総体としてですが、やはり目的を達成

するために効率的なものになっていかなければ

ならないということです。 

 まず、そのためにはですね、目的がしっかり

明確に掲げられていること。我々、こういうこ

とについては、そういうことを念頭に置かせて

いただいてますけど。それと、実施機関につい

て。それが、さっき少し述べましたが、職員一

人一人にしっかり浸透していくというのは、と

ても大事なことなんです。 

 ですから、政調というのは、縦割の中でも横

方向の展開を期待しているところですし、政策

課が置かれているということは、我々は何の目

的を持ってこれをやっているかということをで

すね、職員が、やらされ感でやるんではなく

て、自分の目的としてそれをやっていくという

姿勢を打ち出していく、それがとても大事だと

いうことで、今、目標管理というのも入れさせ

ていただいてますけども、先ほどおっしゃって

いた、少なくなった職員の中でも業績を上げて

いくことのためには、やはり、一人一人がより

能動的に動けるような仕組みをつくっていく。

そのためのこれはチャレンジなんで、そのほう

に１００％、今、行っているかというとまだ途

中なんですけど、それを、今言いましたような

１つの組織として非常に目的を明確に把握しつ

つ、きちんと自分で行動ができていく、そうい

ったものをイメージをより具体化するために、

そういうのを置かせていただいています。 

 ですから、日々の今おっしゃっていただいた

ようなこういうやりとり、あるいは部から伝達

すること、あるいは市長からのトップダウンの

お話、そういった情報のやりとりが重要になっ

てくる。ベースはそこにあると。 

 今後もそのやり方はですね、強めていって、

これは八代市だけではなくて全自治体で取り組

んでらっしゃると思いますけども、そういった

ところもきちんと参考にしながら、職員のレベ

ルをアップするなり、生産性の高い職員でもっ

て構成された非常に目的達成に実効力のある組

織というのを目指しているというところの一つ

だと。 

 以上です。 

○委員長（堀口 晃君） はい、西濵委員。 

○委員（西濵和博君） はい。ありがとうござ

いました。大いに期待していますので頑張って

ください。ありがとうございました。 

○委員長（堀口 晃君） はい。ほか、ござい

ませんか。 

○企画政策課長（政策審議監担当兼務）（宮川

武晴君） 委員長、済みません。 

○委員長（堀口 晃君） はい、宮川企画政策

課長。 

○企画政策課長（政策審議監担当兼務）（宮川

武晴君） はい。先ほど説明の中で１つ間違っ

た数字を言っておりましたので、訂正をさせて

いただきたいと思います。 

 この案の中には２１３事業掲載してますと申

しましたが、私が１つ失念しておりまして、２
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１４の間違いでございます。済みません。失礼

しました。 

○委員長（堀口 晃君） はい、以上で質疑を

終了したいと思います。 

 八代市総合計画（後期基本計画）平成２８～

２９年度実施計画についてを終了いたします。 

                              

・行財政の運営に関する諸問題の調査（平成２

８年４月１日付組織再編について） 

○委員長（堀口 晃君） 次に、行財政の運営

に関する諸問題の調査に関して３件、執行部か

ら発言の申し出があっておりますので、これを

許します。 

 それではまず、平成２８年４月１日付組織再

編についてをお願いいたします。 

○企画振興部長（福永知規君） 委員長。 

○委員長（堀口 晃君） はい、福永企画振興

部長。 

○企画振興部長（福永知規君） はい。引き続

きまして企画振興部から、平成２８年４月１日

付組織再編について、宮川企画政策課長のほう

から報告をいたさせます。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（堀口 晃君） はい、宮川企画政策

課長。 

○企画政策課長（政策審議監担当兼務）（宮川

武晴君） 済みません、企画政策課でございま

す。引き続きまして説明のほうをさせていただ

きます。着座にて説明をさせていただきます。 

 お手元には、標題に平成２８年４月１日付組

織再編についてという資料を御準備いただけれ

ばと思います。 

 読ませていただきます。 

 組織再編の狙いということで、市長による広

聴広報の充実を図るため、秘書機能と広報機能

を一体化、総務部長が平成２７年度の総括と２

８年度に向けてという中でのスポークスマン的

な役割と表現された部分でございます。一体化

を図り、秘書広報課を設置する予定としており

ます。 

 ２点目、新庁舎建設に向けた取り組みを着実

に推進するため、係相当組織でございます新庁

舎建設準備室を課に再編し、新庁舎建設課を設

置いたします。こちらにつきましては、環境セ

ンター建設課と同様にですね、具体的に取り組

みを進めるために課というような組織にさせて

いただきたいと思っております。 

 ３点目、本市の主要施策でございますフード

バレーの推進のために、フードバレー推進課の

組織を１係体制から２係体制に移行したいとい

うところでございます。 

 ２点目、組織再編の内容でございます。 

 秘書広報課の設置でございますが、現行の部

分と、それと再編後というところで、秘書課と

広報広聴課が１つの課になるというようなとこ

ろでございます。 

 ちなみに、今、広報課のほうで所管しており

ますケーブル事業が抜けまして、情報政策課の

ほうに移行するというところで、この２つの課

を１つに統合するというところでございます。 

 ２点目、新庁舎建設課の設置というところで、

現行から再編後ということで、課への昇格、１

係ということで考えております。 

 １ページおめくりいただきますと、フードバ

レー推進課の２係体制移行ということで、現在

フードバレー推進課の中にはフードバレー推進

係というのがございますけれども、こちらをで

すね、流通企画係、それからマーケティング戦

略係、この２係にしたいと思っております。 

 流通企画係につきましては、輸入促進、それ

から国内の販路拡大、そういった業務を担う予

定としております。 

 マーケティング戦略係につきましては、６次

産業化、農商工連携といった業務を担う予定と

してございます。 

 部、課の総数でございますけれども、現行、
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９部６２課１５９係でございますが、再編後は、

記載のとおり９部６２課１６０係というところ

になってございます。 

 それから、参考といたしまして、新しくなっ

た場合、新しく再編いたしました本市の機構図

のほうを添付をさせていただいておりますので、

これはまた御確認をいただければと思います。 

 説明は以上でございます。御意見等よろしく

お願いします。 

○委員長（堀口 晃君） はい。以上説明があ

りました。本件について何か質疑、御意見等ご

ざいませんか。 

 はい、前川委員。 

○委員（前川祥子君） はい。フードバレー推

進課が２つの係になりましたけど、これ、それ

ぞれ何名ずつというのはもうわかってますか、

配置の人数は。 

○委員長（堀口 晃君） はい、宮川課長。 

○企画政策課長（政策審議監担当兼務）（宮川

武晴君） はい。済みません、組織だけの説明

で本日は終わらせていただきたいと思います。

（委員前川祥子君「ああ、そうですか」と呼

ぶ）ちょっと人員の配置につきましては、ちょ

っとまだ公表できるところではないかと思いま

す。申しわけございません。 

○委員長（堀口 晃君） はい、前川委員。 

○委員（前川祥子君） はい。先走りまして済

みません。ありがとうございます。 

○委員長（堀口 晃君） はい。ほか、ござい

ませんか。 

 はい、鈴木田委員。 

○委員（鈴木田幸一君） 同じくフードバレー

推進ですけれども、常々思っていたんですけれ

ども、フードバレー、打ち上げたばかりでは到

底これは失敗するだろうと思っておったんです

けれども、流通企画係をつくったということは

非常に成功に近づいているなというのを感じて

おります。 

 このために必要なですね、やっぱり予算確保、

きょうは財政のほうの財務部長、来とらぬから、

聞いておられればいいかなと思うんですけれど

も、くれぐれもですね、流通企画という場合は、

相当の旅費等が必要になりますので、その辺の

予算措置というのをですね、しっかりした形で

つけてほしいというのを要望しておきます。 

○委員長（堀口 晃君） はい、宮川課長。 

○企画政策課長（政策審議監担当兼務）（宮川

武晴君） はい。今の予算面のところでいきま

すと、今、地方創生の関係の交付金関係ですね、

これにつきまして、フードバレー課では積極的

に活用いただいておりますので、そういった、

市単独費のみならず、国の施策もとらまえて有

利な財源等を確保したいと、かように考えてご

ざいます。 

○委員長（堀口 晃君） はい、よろしいです

か。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。 

○委員長（堀口 晃君） はい、中村委員。 

○委員（中村和美君） 県も県南のフードバレ

ー構想ちゅうので力を入れておりますので、市

も県の方針を裏切らぬごとですね、いい考えじ

ゃないかと思いますので、精いっぱい担当者は、

今、鈴木田委員も言いましたけど、ぶらぶらせ

ずに徹底的にやっていただくことを希望しとき

ます。 

○委員長（堀口 晃君） はい、よろしいです

か。はい。 

 ほか、ございませんか。 

○委員（亀田英雄君） よろしいですか。 

○委員長（堀口 晃君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 先ほど部長の話もあっ

たっですが、この総合計画、実施計画をですた

い、庁舎でやっぱり、職員で共有することが大

事だという話があったと思うとですよ。全くそ

のとおりだと思うんですよね。組織再編を機会

にですよ、そのような話も職員にしていただい
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て、この計画を着実に実行するんだよというよ

うなことをですね、改めて確認していただきた

いなというふうに思います。 

 以上です。 

○委員長（堀口 晃君） はい、よろしいです

か。はい。 

 では西濵委員。 

○委員（西濵和博君） 組織再編、今回、３つ

の部署の再編の御報告かと思うんですけれども、

それぞれの自治体でいろいろな課をつくる場合

とか、係を設ける場合のルールというのが内規

的にあるのかと思うんですけども、他の自治体

でもよく聞くことなんですけども、課をつくる

場合は５名以上とかですね、そういった物理的

な課題と向き合うことがよくあるんですけども、

本市あたりも部下を持たない係というのも結構

ございまして、そのときそのときの時代の要請

に応じて対応していくというのが行政の柔軟な

あり方かというふうに私も思うところでござい

ます。 

 したがいまして、例えば、八代市においても

もしそういうのがあるとするならば、それを、

どうのこうの言うことではないんですけども、

フレキシブルにですね、考えていくという視点

も大事かなというふうに思うところがございま

す。 

 数字は結構なんですけど、その点について何

かお考えがあれば、お聞きしたいと思います。 

○委員長（堀口 晃君） はい、宮川課長。 

○企画政策課長（政策審議監担当兼務）（宮川

武晴君） はい。今のまさに御指摘のところは、

前回、平成２７年度４月１日から現行組織にな

っておりますけれども、この際には、大変、大

幅に部の入れかえをしたりとかですね、課の部

を入れかえたりという検討をさせていただいて

おりまして、この際、基本的には簡素で効率的

な組織を目指そうという中で、市民サービスの

向上を図りたいという思いから組織再編に取り

組んだところでございます。 

 今、御指摘のとおり、それぞれ課としてどれ

だけの人員なのか、係としてどれだけの人員が

必要かというのは、やっぱり私ども再編すると

きには一定の基準が必要かなというところでで

すね、そこは内規的に、一応検討を進める中で

は、一応ある数字を置いて、検討は進めてきま

した。ただ、今、その基準から外れているとい

うところでいきますと、フードバレー課は１係

だったんですけども、課として設置をさせてい

ただいておりますし、今回の庁舎あたりもです

ね、１係なんですけども課として昇格――昇格

と言いますか、課として組織強化を図らせてい

ただいているというところがありますので、御

指摘のとおり、その時代の要請に応じて、私ど

ものほうも組織については対応させていただき

たいと考えているところでございます。 

○委員長（堀口 晃君） はい、西濵委員。 

○委員（西濵和博君） はい。ありがとうござ

います。コンプリートされたことでなくてです

ね、そのときそのとき考え、実情に合って。物

すごく重大なことだと思いますので、安心しま

した。 

 あと、もう一点お尋ねしたいことがあるんで

すけど。 

○委員長（堀口 晃君） はい、西濵委員。 

○委員（西濵和博君） 今回ではなく、今後と

いうことでですね、前年度、本年度の当初の再

編の中で、新しく再編する、で、今現在設置し

てある課のあり方についてもどうかという検証

をですね、不断に行っていらっしゃるというふ

うに思うんですけども、少し、定義といいます

か、御提案させていただきたいのは、政策課の

中で支所との関係がある仕事がございますけれ

ども、実務的に、事業を実施する部署との連携

というのが本庁でも非常に必要になってくる場

面というのが非常に多いんじゃないかなという

ような気がして見ております。 
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 したがいまして、１年間、２年間、そのあり

方を見つめられた中でですね、１年前につくっ

てまた変えるのかというような評価でなく、実

情に応じてどう考えていくかということの課題

もある部署も、もしかしたらあるんではないか

なという気がいたしますので、引き続きですね、

そういうところがあれば、御検討を続けていた

だければというふうに思います。 

○委員長（堀口 晃君） はい、宮川課長。 

○企画政策課長（政策審議監担当兼務）（宮川

武晴君） はい。御要望ということでしたけど、

ちょっと取り組み状況を御紹介させていただき

ますと、先ほど申し上げましたとおり、今年度

から新たな組織体制ということで、御指摘のと

おり、政策課というところから、地域事務所の

ほうがですね、建設、農林、福祉と、それぞれ

出先として政策課にぶら下がってきている状況

でございます。 

 組織的にはそうだけれども、今、御指摘のと

ころは、実態的な業務として、本庁のそれぞれ

の課がそれぞれ業務としてあるだろうというと

ころからの御意見だと思いますので、実は、組

織再編後、各支所を回りまして、それぞれヒア

リングなどを実施をしておりますので、その点、

御指摘のとおり、不断の努力と見直しというこ

とはやっていきたいと考えております。 

 ただ、支所につきましては、地域振興の拠点、

防災の拠点と位置づけておりますので、そこの

役割を損なうことなく、また検討のほうはさせ

ていただきたいと考えているところでございま

す。 

○委員長（堀口 晃君） はい、西濵委員。 

○委員（西濵和博君） はい。課題を認識なさ

っての取り組みだということをお聞かせいただ

きまして、少し安心しました。今後、総合的に

ですね、支所の地域の意見も十分踏まえた中で、

本庁とのかかわり、さらなる御検討を進めてい

ただければと思います。 

 以上です。 

○委員長（堀口 晃君） はい。ほかありませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（堀口 晃君） よろしいですか。 

 はい。なければ、以上で、平成２８年４月１

日付組織編成についてを終了いたします。 

                              

・行財政の運営に関する諸問題の調査（八代地

域人権オンブズパーソン制度の見直しについ

て） 

○委員長（堀口 晃君） 次に、八代地域人権

オンブズパーソン制度の見直しについてを議題

とし、説明を求めます。 

 はい、堀市民環境部次長。 

○市民環境部次長（堀 泰彦君） はい。おは

ようございます。（｢おはようございます」と

呼ぶ者あり）本日はお世話になります。 

 市民環境部のほうから、所管事務調査として、

本日は２点、お世話になります。 

 まず、八代地域人権オンブズパーソン制度の

見直しにつきまして、人権政策課の濵田課長よ

り、２点目のコミュニティセンター施設の一部

管理業務委託につきまして、市民活動政策課の

久木田課長より報告させますので、よろしくお

願い申し上げます。 

○委員長（堀口 晃君） はい、濵田人権政策

課長。 

○人権政策課長（人権啓発センター所長兼務）

（濵田大祐君） はい。おはようございます。

（｢おはようございます」と呼ぶ者あり）人権

政策課の濵田でございます。 

 私のほうから、八代地域人権オンブズパーソ

ン制度の見直しについて御説明をさせていただ

きます。座って説明させていただきます。 

 それでは、お手元の資料の１ページをごらん

いただきたいと思います。 

 八代地域人権オンブズパーソン制度の見直し
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についてでございますが、１、八代地域人権オ

ンブズパーソン制度の設置経緯について、まず

御説明をさせていただきます。 

 （１）八代地域人権教育のための推進会議に

ついてでございますが、①平成１１年５月３１

日に八代市、氷川町、八代市教育委員会、氷川

町教育委員会、部落解放同盟八代支部、八代地

区人権同和教育研究協議会、八代学校人権同和

教育連絡協議会等を構成員といたしまして、八

代地域が連携して人権教育の推進を図ることを

目的として設置したものでございます。 

 お手元の資料の１６ページをごらんいただき

たいと思います。 

 １６ページのほうに、八代地域人権教育のた

めの推進会議の組織図をお示しさせていただい

ております。左のほうに推進本部というのがご

ざいます。八代市長を会長といたしまして、以

下の構成メンバーとなっております。 

 右側の１７ページは、平成２７年度の推進本

部の具体的なメンバーということになっている

ところでございます。 

 それでは、済みませんけれども、１ページに

お戻りいただきたいと思います。 

 続きまして、（２）でございますが、八代地

域行動計画について、御説明をさせていただき

ます。 

 ①平成１１年１０月に、八代地域人権教育の

ための推進会議において、八代地域行動計画を

策定いたしております。 

 ②平成９年７月に政府の人権教育のための国

連１０年推進本部が国内行動計画を、平成１１

年１月に熊本県が熊本県行動計画を策定いたし

ております。 

 続きまして（３）八代地域人権オンブズパー

ソン制度の設置経緯についてでございますが、

①上記八代地域行動計画の中に、相談機能の充

実、八代人権オンブズパーソン（仮称）の設置

がうたわれているところでございます。 

 ②平成２３年１２月に推進会議内に人権オン

ブズパーソンワーキングチーム会議が設置され

ております。 

 ③平成２４年４月１日に、八代地域人権オン

ブズパーソンが発足いたしております。オンブ

ズパーソン３名、調査相談専門員１名、事務局

は八代市人権政策課となっております。 

 続きまして、２、制度の見直しの経緯につい

てでございますが、（１）見直しの契機につい

て、①平成２４年４月１７日に、八代地域人権

オンブズパーソンが海士江第一町内会の案件を

取り上げ、その後、調査を行っております。②

平成２５年３月２８日に、上記海士江第一町内

の市政協力員に対し、是正等要望書が出されて

おります。これらのことが課題となったところ

でございます。 

 次に、（２）市議会での一般質問及び陳情に

ついてでございますが、①平成２５年度及び２

６年度の市議会において一般質問がなされてお

ります。②平成２６年度においては陳情が提出

され、市議会で審議が行われております。陳情

第３号・八代地域人権オンブズパーソン制度休

止問題については、平成２６年１２月１１日に

審議未了となっております。陳情第６号・八代

地域人権オンブズパーソン制度に係る抜本的見

直しについては、平成２７年７月８日採択とな

っております。陳情第７号・八代地域人権オン

ブズパーソン制度の見直しについては、平成２

７年７月８日採択になりました。陳情第８号・

八代地域人権オンブズパーソン制度の早期再開

については、平成２６年１２月１１日に審議未

了となっております。 

 続きまして、次のページ、２ページでござい

ますが、（３）平成２６年度の推進会議総会で

の決定についてでございます。 

 ①平成２６年５月７日に八代地域人権教育の

ための推進会議総会を開催し、議決事項として、

人権オンブズパーソン制度について見直しを図
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ること、今後、弁護士等の法律の専門家も交え

て慎重に見直し、検討を行う。ワーキングチー

ムを立ち上げ、制度の成果と課題を明らかにし、

条例化も念頭に、早期の再開を目指すことが決

定されております。 

 （４）平成２６年度の検討についてでござい

ますが、①平成２６年８月１９日に推進会議内

にワーキングチーム会議を立ち上げ、８月から

翌年３月まで８回の検討を行っております。詳

細は、別紙、検討結果報告書のとおりとなって

おります。 

 資料の３ページをごらんいただきたいと思い

ます。 

 ３ページに、八代地域人権オンブズパーソン

制度見直しのためのワーキングチーム会議報告

書をつけさせていただいております。 

 ４ページをごらんいただきたいと思います。

この報告書の概要をかいつまんで御説明をさせ

ていただきます。 

 ４ページには、１、八代地域人権オンブズパ

ーソン制度見直しの経緯を記しております。 

 （１）八代地域人権オンブズパーソン制度は

平成２４年度推進会議の附属機関として設置さ

れたとなっておりまして、以下、その経緯を記

しているところでございます。 

 右側の５ページの（２）では、平成２４年４

月から平成２６年３月までの２年間の任期中に

人権案件４件を受理し、うち１件を調整、また、

相談案件１６件を受理し、うち９件を調整して

いることとなっております。 

 （３）では、市議会の一般質問の内容を記し

ております。 

 （４）は、平成２６年８月、推進会議の幹事

会に、八代地域人権オンブズパーソン制度見直

しのためのワーキングチーム会議を設置した記

録でございます。 

 （５）では、ワーキングチーム会議の会議開

催状況を記しております。 

 次の６ページをごらんいただきたいと思いま

す。 

 ２、ワーキングチームにおける現行制度検討

の成果と課題等についてまとめております。 

 ８ページを、――済みません、６ページのと

ころには、まず成果を記しております。下のほ

うに参りまして、課題をまとめているところで

ございます。詳しい説明は割愛させていただき

ます。 

 ８ページをごらんいただきたいと思います。 

 ８ページの中ほどに、３、今後の方向性（３

案）及び方針についてまとめております。この

部分を読ませていただきます。 

 以上のように成果と課題を抽出し、ワーキン

グチーム会議で検討を行った。その結果、現行

制度の抱える課題の要因は、根拠法令に基づい

て設置されたものではないことに起因するとい

う結論に達した。 

 つまり、現行の人権オンブズパーソン制度は、

条例で規定された行政の附属機関ではなく、任

意の団体の附属機関であるため、法的には権限

がないこと、また、推進会議で定めた八代地域

人権オンブズパーソン設置要綱にも法的な不備

があること、さらに、この設置要綱にのっとっ

て行う行為は責任の所在が不明確であることな

どから、人権オンブズパーソン制度の見直しに

ついては、現行制度を廃止した上で、市長の責

任において実施する別表の３案（Ａ案、Ｂ案、

Ｃ案）を提案することとする。 

 ただし、この３案については、ワーキングチ

ームでは優先順位をつけるものではない。市町

で事業化する際には、細部については、各々の

自治体の状況に応じて検討する必要があること

は言うまでもないという結論に至っております。 

 下のほうに、Ａ案、Ｂ案、Ｃ案を書いており

ますが、次の１０ページで詳しく御説明を申し

上げたいと思います。 

 １０ページをごらんいただきたいと思います。 
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 今後の方向性、３案としまして、まず、一番

左側にＡ案、相談員制度の充実でございますが、

主な点を御説明申し上げます。 

 ①概要の部分ですけれども、外部の相談窓口

との連携強化。法務局、人権擁護員、警察等、

外部の相談窓口と緊密に連携し、情報の共有、

案件の解決に当たる。②相談業務の総合窓口化、

どの窓口でも相談内容に対する最適な相談窓口、

担当へ案内する。また、必要に応じて、複数の

相談員が協力して対応するものでございます。

現行の相談員を活用し、連携強化を図ることで、

相談機能の充実させるというものでございます。 

 次に、中ほどの右側のＢ案、相談業務の機能

強化についてでございますが、①と②は先ほど

のＡ案と同様でございます。 

 ⑥をごらんいただきたいと思います。弁護士

を活用する。法律の専門家である弁護士を相談

員として活用することにより相談者の信頼を得

ることができ、調停や裁判のやり方等について

も助言をもらうこと等のメリットが出てくるこ

とになります。 

 ⑦心理カウンセラーの配置。相談内容の解決

をサポートできる心理カウンセラーを配置する。

心理カウンセラーの配置により、相談者の心の

ケアができ、安定して解決に向けた相談を進め

ることができることになります。 

 以上がＢ案の相談業務の機能強化案でござい

ます。 

 続きまして、右側のＣ案、新たな人権オンブ

ズパーソン制度の創設でございますが、①市ま

たは町の附属機関として条例化して設置する。

②対応する案件を限定する。③弁護士、学識経

験者等を配し、中立公正な第三者機関として位

置づける。④議会の承認、設置、人選。⑥心理

カウンセラーの配置等でございまして、新たな

人権オンブズパーソン制度の設置という内容で

ございます。 

 以上がワーキングチーム会議でまとめた検討

結果でございます。 

 済みませんが、２ページにお戻りいただきた

いと思います。 

 ２ページの（５）でございます。平成２７年

度の推進会議総会についてでございますが、①

平成２７年５月２５日に八代地域人権教育のた

めの推進会議総会を開催しまして、②報告事項

として、人権オンブズパーソン制度の見直しに

ついて、ワーキングチーム会議検討結果につい

て、先ほどの報告書をもって報告がなされ、幹

事会でのワーキングチーム会議報告に対する検

討結果について、ワーキングチーム会議の検討

結果をもとに、さらに総会への提案の仕方につ

いて検討する必要があるとの報告がなされてお

ります。 

 次に（６）平成２７年度の検討について。①

事前協議を９月から１１月まで６回、運動団体、

八代市、氷川町によって実施しております。こ

のときには、１４ページの臨時総会資料につけ

ております見直しのポイントの資料をもって協

議をいたしております。 

 １４ページをごらんいただきたいと思います。 

 １４ページに、八代地域人権オンブズパーソ

ン制度の見直しのポイント（参考資料）としま

して、この資料をもって協議をしたところでご

ざいますが、１、今後の方向性、２、制度見直

しのポイントでは、（１）これまでの制度に不

足するポイントの整備等を上げております。

（２）では、改善するポイントの整理等を上げ

まして協議をなしたところでございます。詳し

い説明は割愛させていただきます。 

 ２ページにお戻りいただきたいと思います。 

 ２ページの（６）でございます。（６）の②

でございますが、平成２８年１月１９日に、八

代地域人権教育のための推進会議事務局会を開

催しております。議案としては、先ほどのＢ案

を市長へ提案するを提案したところですが、Ｂ

案またはＣ案を市長へ提案するという結論にな



 

－20－ 

っております。 

 ③平成２８年１月２５日には、八代地域人権

教育のための推進会議幹事会を開催しまして、

議案として、Ｂ案またはＣ案を市長へ提案する

を提案いたしまして、Ｂ案またはＣ案を市長へ

提案するという結論になっております。 

 ④平成２８年２月５日に、八代地域人権教育

のための推進会議臨時総会を開催いたしまして、

議案として、Ｂ案またはＣ案を市長へ提案する

を提案しまして、Ｂ案、相談業務の機能強化案

を市長へ提案するという決定になったところで

ございます。 

 続きまして、（７）推進会議から市長への提

案についてでございますが、①平成２８年２月

８日に、推進会議から八代市と氷川町へ相談業

務の機能強化案が提案されております。 

 続きまして、（８）市議会への報告について

でございますが、①平成２８年２月１５日に市

議会へ請願陳情処理状況報告書を提出しまして、

以上の状況の概要を報告いたしたところでござ

います。 

 最後に３、今後の予定についてでございます

が、今後、本市においては、推進会議から提案

されたＢ案、相談業務の機能強化案について検

討を進めていく予定でございます。 

 以上、八代地域人権オンブズパーソンの見直

しについての説明を終わらせていただきます。

よろしくお願いいたします。 

○委員長（堀口 晃君） はい。ただいま説明

が終わりました。本件について何か質疑、御意

見等ございませんか。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（堀口 晃君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） はい。何かいつも腫れ

もんにさわるごた話になっていくとが、ちょっ

と何とも理解しがたかとこなんですが、もとも

とですよ、いろんな何か話が、違うとこへ話が

行ってるような気がしてならぬとですたい、今

聞いとって。 

 もともと、こんオンブズパーソンというとは、

１ページの真ん中のところにあっとですが、３

の３、平成２０年４月１日にオンブズパーソン

が発足したって、何か人ごつんごと書いてあっ

とですばってんが、これは誰がつくったっです

かね。責任の所在というとが、ここにわからぬ

もんだけん、がたがたすっとじゃなかろうかと

いう気のせぬでもなかですばってん。発足した

という、人ごつんごて書いてあっですばってん、

もともとはどなたがつくんなったっですか。 

○委員長（堀口 晃君） 濵田人権政策課長。 

○人権政策課長（人権啓発センター所長兼務）

（濵田大祐君） はい。八代地域人権教育のた

めの推進会議がつくったというようなところで

ございます。 

○委員長（堀口 晃君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） それはどこに主体のあ

っとですか。 

○人権政策課長（人権啓発センター所長兼務）

（濵田大祐君） はい。 

○委員長（堀口 晃君） はい、濵田人権政策

課長。 

○人権政策課長（人権啓発センター所長兼務）

（濵田大祐君） それが、先ほど御説明申し上

げました、推進会議の構成団体等が幾つかござ

いますが、構成員をもった推進会議の総意とし

てつくられたというところでございます。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（堀口 晃君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 八代市はどんな関与の

仕方をしよんなっとですか、行政として。 

○委員長（堀口 晃君） はい、濵田人権政策

課長。 

○人権政策課長（人権啓発センター所長兼務）

（濵田大祐君） 八代市は、行政の立場としま

して、この推進会議の構成員の一つでございま

すが、行政としての役割をですね、責務を果た
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すために取り組んでいるところでございます。 

○委員長（堀口 晃君） 亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 何か、もうちょっと丁

寧に説明できんとかな。どっちの味方すっとで

もなかっですばってん、何でごたごたしとっと

かという話がですよ、私には理解できぬとです

たい。切るような説明の仕方じゃなかですか。

発足したって、自然に生まるっわけでもなかも

んだし。 

 決定した、決定したというとがところどころ

あっですよね。次の２ページに、２６年度の推

進会議総会での決定についてと。で、ワーキン

グチームの立ち上げの成果と課題を明らかにし、

条例化を念頭に早期の再開を目指すことが決定

って言いなったですよね。ここに、私は聞いた

けん書いとっとです。で、再開することが決定

したと。 

 それで、ずーっといろんな、また途中に決定

した、決定したという説明があったと思うとっ

とですよ。 

 で、結局、結局ですよ、どげんなっとですか、

これは最終的には。条例化も念頭に早期の再開

を目指すというとが途中の決定だったはずです

よ。で、最終的にはＢ案に持っていくような話

だった。その途中のプロセスは説明しなったで

すが、何でその決定がこんな形で覆っていくの

かということを教えてください。 

○委員長（堀口 晃君） 堀市民環境部次長。 

○市民環境部次長（堀 泰彦君） はい。亀田

委員さんのお尋ねについて、トータル的にちょ

っと説明させていただこうと思います。 

 １６ページ、１７ページをお開きいただいて

よろしゅうございますでしょうか。 

 一応、私どもが参加しております八代地域人

権教育のための推進会議という組織があります。

八代市と氷川町の組織として入っているのと、

運動団体、部落解放同盟が入っているのと、教

育関係の組織が入った組織として、この推進会

議が人権教育のための推進会議という形で外部

機関ができているところでございます。この中

で、今御指摘の部分が全て運用されてきている

というところでございます。 

 この組織の中において、オンブズパーソン制

度を設置しようという流れがありまして、御指

摘のように、平成２４年に発足した、あくまで

も推進会議の中で発足したわけですが、その当

時、私どもの認識が甘いといいますか、先ほど

ありましたように、本来、存在させることを認

識することが適切じゃなかったなということを、

このワーキングチームの検討の中で認識をした

ところでございますので、それにつきましては、

先ほど説明の中にございましたように、Ａ、Ｂ、

Ｃ案をワーキングチームとして検討、推進会議

の中のワーキングチームとして検討してきたわ

けでございますが、その中において、Ａ案、Ｂ

案、Ｃ案を持っていったほうがよくはないかと

いう案が出たわけです。 

 ただ、その前提は、旧の制度は廃止をした上

で、Ａ案、Ｂ案、Ｃ案を持っていきましょうと

いうことが提案されたわけでございまして、そ

れを２６年中に検討しまして、２７年の初めの

総会で御提案したときに、総会に提案するには、

もう少し工夫をして提案したらどうかというこ

とがありましたので、それで早くしたほうがい

いということで、２７年度の臨時総会で決定を、

Ｂ案として提案させていただきまして、現時点

では、先ほど言いましたように、旧の制度は廃

止をさせていただきまして、Ｂ案で八代市と氷

川町のほうに進めてくれと、相談機能を充実す

る制度として運用を検討してくれという、Ｂ案

を進めてくれということで、推進会議から八代

市と氷川町に提案をいただいたということでご

ざいます。 

 先ほどの提案のお言葉としてありましたよう

に、条例を前提としてというのは、条例がつく

れますのが八代市か氷川町しかございませんも
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んですから、推進会という外部機関はそれはで

きないもんですから、八代市のほうで条例を前

提として検討してはどうかというお話がありま

したが、今回はＢ案ということで、条例までつ

くらなくてもいい方法として御提案をいただい

ているという状況でございます。 

 今後の検討の中で条例にするということは当

然、出てきますかもしれませんが、現時点にお

いては、そこまで必要があるかどうかまではち

ょっと決まっていないところで、市と氷川町の

ほうで、その検討を、２８年度以降、行ってい

くことになろうかと考えているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○委員長（堀口 晃君） 亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 済みません、ほとんど

知らぬでおってから質問するもんですけん、行

き違いのあっところは御容赦ください。 

 で、３案の今のＢ案というのは、同じような

組織をイメージしながらも、条例によらない組

織という感じを受けたっですが、そのような受

け方でよかですかね。 

○市民環境部次長（堀 泰彦君） はい。 

○委員長（堀口 晃君） はい、堀次長。 

○市民環境部次長（堀 泰彦君） はい。御指

摘のとおり、Ｃ案については、最初から条例化

を前提とした案としてＣ案がございます。Ｂ案

につきましては、現行の相談機能としての形と

しての予算だけで対応ができる方法として、相

談機能の充実は図れるという目的としては十分

ではないだろうか、まずはこちらを速やかに行

っていく体制をつくっていきましょうというこ

とのＢ案提案となっているところでございます。 

○委員長（堀口 晃君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） いろんな人のおらして

からですね、ここに携わっとらすというふうに

思うとですよ。 

 で、ちょっと私、ちょっと一つもろうたもん

ですけん聞いてみたかっですが、公開質問状ば

送付されとるはずだろうと思うとですたい。こ

れに答えがないんですよという話も伺いました。

答えをされない理由というのが何かあるんです

かね。 

○市民環境部次長（堀 泰彦君） 失礼します。 

○委員長（堀口 晃君） はい、堀次長。 

○市民環境部次長（堀 泰彦君） 公開質問状

はどちら様から出た……。 

○委員（亀田英雄君） ようございますか、委

員長。 

○委員長（堀口 晃君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） ここにあっとですたい。 

○市民環境部次長（堀 泰彦君） 了解しまし

た。失礼しました。 

 はい。 

○委員長（堀口 晃君） はい、堀市民環境部

次長。 

○市民環境部次長（堀 泰彦君） はい、お答

えいたします。 

 ただいまの質問状につきましてはですね、お

くれましたことにつきましては、おくれており

ますが、議会もありましたことでございますの

で、決裁として、回答を十分に審議した上で、

３月の１１日に決裁をいただきまして、１５日

発送だったですかね、１１日に決裁をいただく

ことができましたもんですから、１５日に発送

を行っているところでございます。おくれまし

たことに関しては、大変申しわけございませ

ん。 

○委員長（堀口 晃君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） いえ、私は全然、あれ

ですばってんが、私に謝ってもらっても困っと

ですが、人権というタイトルじゃなかですか。

声の大きな人にも人権のあるし、声の小さな人

にも人権のあると思うとですたい。何か、臨時

総会というとにもちょっとひっかかっとです

が、抑え込むようなやり方じゃなくてですよ、
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それぞれの人権を尊重しながらお互いが納得い

くような方向に持っていかぬと、いつまっでん

くすぶり続くる話ですよ、こういうような話

は。 

 だけん、お互いがですたい、納得できるよう

なやり方で進めてもらえんかなと。いつまっで

んあっとですばい、この話は。だけん、腫れも

んに触るような、それ以上、話ができないんで

すよというような話でですよ、打ち切るような

説明じゃなかですか。 

 お互いに、何遍も言いますばってん、声の大

きな人にも人権のあっとでしょうばってんが、

声の小さな人にこそ当つっとが人権問題の始ま

りだろうと思うとですよ。その辺ばですね、重

々に御理解いただいて、反対のほうに、向こう

側におる人の意見も聞いていただいて、しっか

りした対応していただきたいというふうに思う

んですが、次長、わかりますかね、言いたいこ

と。（市民環境部次長堀泰彦君「はい」と呼

ぶ）両方の話をきちんと聞いていただきたい。

それがいつまっでん何かがちゃがちゃしてです

ばい、みんな納得できぬじゃなかですか。ちょ

っとお答えを願いたい。 

○市民環境部次長（堀 泰彦君） はい。 

○委員長（堀口 晃君） はい、堀市民環境次

長。 

○市民環境部次長（堀 泰彦君） 御指摘の点

については、御意見のとおり、私ども行政とい

うのは、ありとあらゆる場面におきましてです

ね、市民の方々、いろいろな団体の方々の御意

見を聞き取った上で、当然、行政として進める

べき方向性のもとで進めることを進めていくこ

とになろうと思っております。 

 当然、私どもは、このオンブズパーソン制度

の見直しの中におきまして、運動団体の方々の

御意見をお聞きし、あるいは氷川町の意見もお

聞きし、教育機関の方々の意見をお聞きした上

で、当然、行政としてこう進めるべきであろう

ということで進めてきております。 

 当然、今後につきましても、人権関係につき

ましては、当然、高齢者、障害者、子供たち、

高齢者の方々等、あるいは、同和地区の方々

等、いろんな人権関係にかかわる全ての方々の

御意見をいただきながら、言葉として申し上げ

ると、四者一体となって進めるべきということ

の方針のもとに行っておりますので、当然、意

見を聞いた上で――。当然、行政としてもです

ね、言われっ放しではなくて、当然、私たちが

言うべきことは言わんばんということも進めて

いくべきと考えておりますので、意見を聞いた

上で、行政として進めるべき方向性を着実に進

めていければと思います。 

 あくまでも、今、御意見ありましたように、

私どもが無理に進めるということではなくて、

御意見を聞いた上で進めるべきということに関

しては変わりなく行ってまいりたいと思ってお

りますので、よろしくお願いしたいと思いま

す。 

○委員長（堀口 晃君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） はい。行政として、そ

のように進めてこられんばんはずですよね。だ

けど何かあっとですたい。そこに何かあるとい

うのば十分に認識していただいて、お互いよか

とこにするごて、最大の努力をしていただきた

いというふうに思います。 

○委員（中村和美君） はい、委員長、いいで

すか。 

○委員長（堀口 晃君） はい、中村委員。 

○委員（中村和美君） はい。もうがたがたし

て、早目に、オンブズパーソン見直しですか

ら、見直しを大いにやって、今後予定どおり、

皆さん老若男女の問題だからな、一人二人の個

人的な問題じゃなかわけだから、亀田委員言っ

たけど、小さい声、大きい声なんて関係なか

つ。とにかく公平公正に、市民の皆さん方が公

平公正に、そして安心してできるようなオンブ
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ズパーソンをですね、早目につくってくださ

い。 

 以上です。 

○市民環境部次長（堀 泰彦君） はい。 

○委員長（堀口 晃君） ほかございません

か。よろしいですか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（堀口 晃君） はい。なければ、以

上で八代地域人権オンブズパーソン制度の見直

しについてを終了いたします。 

                              

・行財政の運営に関する諸問題の調査（コミュ

ニティセンター施設の一部管理業務委託につい

て） 

○委員長（堀口 晃君） 次に、コミュニティ

センター施設の一部管理業務委託についてを議

題とし、説明を求めます。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（久木田昌一君） はい、委員長。 

○委員長（堀口 晃君） はい、久木田市民活

動政策課長。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（久木田昌一君） はい。市民活動政策課

の久木田でございます。後は座って説明をさせ

ていただきたいと思います。よろしくお願いい

たします。 

 住民自治によりますまちづくり行動計画後期

の重点施策に位置づけております活動拠点の整

備の一つでございます、地域協議会によるコミ

ュニティセンター施設の一部管理業務委託につ

きまして、御説明をさせていただきたいと思い

ます。 

 資料としまして、コミュニティセンター施設

の一部管理業務委託という４ページの資料がご

ざいますので、そちらのほうをお広げいただけ

ればというふうに思っております。（｢これで

ございます」「きょうのですか」「いや、前ん

と」｢１４日に配ってます」「ああ、１４日

に」と呼ぶ者あり） 

○委員長（堀口 晃君） 済みません。はい、

わかりました。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（久木田昌一君） はい。 

 では説明をさせていただきます。今般の３月

議会の一般質問におきましても答弁をしました

ように、地域ごとの課題やニーズに応じた独自

のまちづくり活動の展開が可能となるように、

公民館等施設から社会教育法の適用を受けない

施設としまして、市の条例でコミュニティセン

ターへの移行を、当初の計画ではことしの４月

からと位置づけ、昨年、移行に向けた住民説明

会等を行ってきたところでございます。 

 しかしながら、一方的な説明のみで、地域か

らのお尋ねに対して十分な回答や説明が不足し

ていたことや、教育部との調整が十分図れてい

ないなどの問題もありまして、昨年末に計画の

見直しを行って、１２月の総務常任委員会への

報告をしたところでございます。 

 その見直しに当たりましては、地域住民の皆

様に３つのお約束をいたしましたことを再度確

認をいたしますと、まず１つ目が、校区公民館

等施設等からコミュニティセンターへの移行の

計画の時期を１年先延ばしさせていただきまし

て、準備期間を十分に確保するということでご

ざいます。２つ目が、コミュニティセンター施

設の一部管理業務委託については、地域の実情

に合わせて移行ができるように、段階的な措置

をとるよう、平成２９年度、３０年の、この２

カ年での移行を目指していきたいということで

ございます。最後の３つ目が、大多数の地域か

ら要望があっておりました施設の一部管理業務

委託の業務内容と委託料案につきまして提示を

してもらいたいということでございます。あわ

せまして、地域協議会が事務員を雇用するに当

たっての手続方法等を示してもらいたいと。そ

の声にお応えするために、委託料案等につきま
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して、ことしの３月中にお伝えをするという、

この３つのお約束をさせていただいたところで

ございます。 

 １つ目と２つ目につきましては、計画の見直

しによる事務手続を１２月中に終えまして、残

り３つ目が課題として残っておりましたが、こ

れまで市の財政当局とも協議を重ねてまいりま

して、このたび、施設の一部管理業務委託の業

務内容と委託料案について、大方の方針を固め

たところでございます。 

 それでは、済みません、資料をめくっていた

だきまして、２ページをごらんをいただきたい

というふうに思います。 

 まず、４番の施設の一部管理業務委託の業務

内容について御説明を申し上げます。大きく６

つ、６項目がございます。 

 １番目につきましては、コミュニティセンタ

ー施設の管理に関することといたしまして、コ

ミュニティセンター内の清掃であるとか施設の

開閉などの業務となります。 

 ２番目のコミュニティセンターの窓口に関す

ることですが、施設内にあります会議室等の貸

し出し受付や、使用料徴収、そして、会議室等

の使用状況の報告事務などの業務となります。 

 ３番目の地域協議会事務支援に関することで

すが、これが主に公民館主事が側面的に支援を

行ってきた業務で、地域独自のイベントの企画

や運営、準備作業などの支援や、各種会議資

料、あるいは地域協議会の予算、決算資料等の

作成支援などの業務になります。 

 次に４番は、その他の管理運営に関する必要

な業務に関することとしております。行政や各

種団体から依頼を受けて、施設内でのポスター

の掲載や、チラシやパンフレット等を並べたり

する情報提供業務、また、これまで公民館だよ

りを発行しておりましたが、移行後はコミュニ

ティセンターだよりに切りかえまして、その発

行を行うための作成作業などの業務となりま

す。 

 次に５番目でございます。学校開放事業の受

付に関することですが、これは小中学校のナイ

ターと体育館の貸し出し業務で、受付や使用料

の徴収を行い、毎月、関係する所管課へ報告を

行う業務となります。 

 最後の６番目でございます。支所管内体育施

設の受付に関することですが、支所管内に幾つ

もの体育施設がございます。これまで、公民館

において受付や使用料を徴収していましたが、

サービスが低下しないよう、引き続きコミュニ

ティセンターで受付や報告の事務等を行うもの

でございます。 

 なお、鏡地域におきましては体育施設が多う

ございますもんですから、所管課であるスポー

ツ振興課において直接窓口を行うよう予定して

おりますので、業務委託から外れているところ

でございます。 

 では、その業務内容における委託料案、いわ

ゆる１人の事務員を雇用するための人件費相当

となりますが、市といたしましては、市の新規

採用職員、高卒程度の１４万４６００円を基準

額として設定したところでございます。 

 また、地域によりましては、事務量、いわゆ

る受付件数や対応件数が違いますので、事務量

に応じた配分が適当であると考え、１４万４６

００円を基準として、事務量に応じて各地域協

議会ごとに増減をつけたいというふうに考えて

おるところでございます。 

 （２）にありますように、諸経費でございま

すが、社会保険料などの事業者負担金相当額の

ほうを加算をするというふうに考えておりま

す。 

 ３ページから４ページにつきましては、八代

市内での求人情報と市の非常勤職員の単価表を

つけておりますので、参考にごらんをいただけ

ればというふうに思っております。 

 なお、本日お示しをしました資料につきまし
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ては、今月、３月７日でございますが、開催さ

れました地域協議会の会長で構成されます地域

協議会連絡会議で配付の上、説明をさせていた

だいたところでございます。 

 その会議での委託料案についての御意見とし

ますと、増減の幅を小さくしてもらいたいと

か、最低の額を示してもらいたいとか、そうい

う御意見があったところでございます。 

 今後のスケジュールでございますが、一部の

地域協議会から、総会で確認しないと委託を受

けるか判断できないというような御意見がある

ことから、必要に応じて、本年の４月、５月に

開催されます総会等で確認をいただきまして、

５月末をめどに、平成２９年度から施設の一部

管理業務を受ける受けない、そういう回答をい

ただきながら、その手続を行ってまいりたいと

いうふうに考えております。 

 以上、説明は終わらせていただきます。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（堀口 晃君） はい。説明がただい

ま終わりました。本件について、何か質疑、御

意見等ございませんか。 

○委員（中村和美君） 委員長、いいですか。 

○委員長（堀口 晃君） はい、中村委員。 

○委員（中村和美君） はい。済みません。

今、体育館の貸し出しだとか、要するに公金、

使用料徴収とか、これは公金何とかというのが

何かあるようですよね。そういうのはどうなの

かというのと、これは大体、何年契約。ずっと

じゃないでしょうけん、どうですかね。そこが

わかれば。 

○委員長（堀口 晃君） はい、久木田市民活

動政策課長。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（久木田昌一君） はい。公金の件でござ

いますが、その分を含めたところで委託をした

いなというふうに考えております。（委員中村

和美君「それができるちゅうこと」と呼ぶ）は

い。 

 それと、委託の契約につきましては、基本的

に単年契約という形で行っていきながら、この

間も説明しましたように、将来に向けて、一部

の協議会の中ではですね、一部事務委託じゃな

くて全部事務委託みたいな形、要するに言われ

ることは指定管理というのを視野に入れていら

っしゃると思うんですけど、それをやりたいと

いう御意見もありますので、そこあたりに向け

まして、各地域の実情等踏まえながら、御意見

を聞きながら、移行等をしていくような形で考

えております。 

○委員（中村和美君） いいですか、委員長。 

○委員長（堀口 晃君） 中村委員。 

○委員（中村和美君） はい。指定管理もいい

と思いますけど、極端に言えば、若い者を残す

というかな、これでいいのかわからないけど

も、そういうところも、１人でもやっぱり八代

に仕事を見つけてあげるというのも一つの方法

じゃないかと思いますので。これが各所になる

とですね、ある程度の人間になりますので、そ

ういうのも検討していただくようにお願いしま

す。 

○委員長（堀口 晃君） はい。ほか、ござい

ませんか。 

○委員（亀田英雄君） 一ついいですか。 

○委員長（堀口 晃君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） これは職員ば引き上ぐ

るけんという話でしょう。で、そこにおる人の

事務量がふえるけん委託料ば払うという話にな

っとかな。そういう考え方でよかっかな。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（久木田昌一君） はい。 

○委員長（堀口 晃君） はい、久木田課長。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（久木田昌一君） はい。基本的な考え方

につきましては、公民館等施設ということで、

現在、公民館主事あたりが全ての公民館に配置
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をされております。 

 当然、コミュニティセンターに移行すれば、

市長部局、当然、市民活動政策課のほうの所管

となりますので、公民館主事というのが配置さ

れなくなります。 

 そういうことで、コミュニティセンターを管

理するに当たっては、うちのほうで現在出張所

があるところにつきましては、出張所長、それ

と非常勤職員という２名を張りつけております

けど、管理体制とすれば、３人体制というの

が、勤務体系含めた中で適当であるという考え

方の中で、１名のほうを地域のほうへ事務委託

をしました中で、その分を賄っていただきたい

なという考え方の中で、お願い、考え方につい

て協議をしておるところでございます。 

 以上です。 

○委員長（堀口 晃君） 亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 協議をしているところ

って、ばってん、これは決定でしょう、さっき

の話。どこで決定だろう、決定だろうわからぬ

ところでしていきなっとですか。 

○委員長（堀口 晃君） はい、堀市民環境部

次長。 

○市民環境部次長（堀 泰彦君） 決定という

のは、公民館をコミュニティセンターのほうに

変えるということに関しては、そういう方向性

で今進めさせていただいております、教育部の

ほうと連携しまして。 

 今、おっしゃられました、職員を引き上げる

とだろうという、それが先にあるということで

はございませんで、極端に言うと、２９年と３

０年のほうの２年間を予定しておりますが、課

長が申し上げましたのは、地域の御意見をいた

だきながら進めるというのは、地域のほうがし

ないということであれば、私どもは職員をその

まま設置しております。ですから、生涯学習課

ではないということを言ったんですが、市民活

動政策課の職員として主事相当分を設置しとき

ます。いなくなるちゅうことはございません。 

 ですから、その中で、先ほど言ったように、

地域としては、これを進めたいというところも

かなりあるわけで、そういうところは当然お願

いして、それは地域の方々を雇用していただく

ことができる。でも、委託を受けないですよ、

しかしその方々を、そこの主事を引き上げます

ということではございませずに、職員はそのま

ま同じように配置はしますということで、地域

のほうに説明をしておりますので。そういう意

味合いでございます。 

○委員長（堀口 晃君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 済みません、私が言葉

の足らぬところのあっとですが、私が心配すっ

とは、中村さんと一緒で金ば扱こうたときです

よ、何かいろいろあっじゃなかですか。今まで

もいろんなことが発生しとったし、そこらの責

任の所在もあるし、そこばちょっと心配するも

んですけん、そげんした話ばしてみたっです

が、その辺のところの責任の対応とかですよ、

明確にされとりますか。何かあった場合にです

よ。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（久木田昌一君） はい。 

○委員長（堀口 晃君） 久木田課長。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（久木田昌一君） はい。先ほども言いま

したように、職員は事務委託以外の分で、職

員、非常勤も含めた中で２名ほど張りつけたい

というふうに考えております。当然、事務委託

の分で公金取扱、準公金的な部分もございます

けど、ございますので、そこあたりはですね、

職員との持ち分、協働という意味合いで、管理

体制を明確にしながら、今後構築していって、

遺漏がないように対応していきたいというふう

に思っております。 

 以上です。 

○委員長（堀口 晃君） はい、亀田委員。 
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○委員（亀田英雄君） はい。大事なとこだろ

うと思うとですよね。そうしたばっかりに、何

かこう、いわば罪なことをした形にならぬよう

にお願いしたいと思います。 

○委員長（堀口 晃君） はい。ほかございま

せんか。 

 はい、鈴木田委員。 

○委員（鈴木田幸一君） 根本的なことだと思

いますけれども、ここで質問する内容が適当か

ちょっとわからぬから、答えられぬなら答えな

くてよろしいと思いますけれども、結局、校区

公民館からコミュニティセンターへ移行します

ということであるでしょう。社会教育を中心と

した校区公民館ということは自覚しておられる

わけなんですけれども、それでは、社会教育に

ついてはどのような指導を社会に対して八代市

は持っていこうと考えてるんですかね。ちょっ

と見当たらぬとですけど。 

○市民環境部次長（堀 泰彦君） はい。 

○委員長（堀口 晃君） はい、堀市民環境部

次長。 

○市民環境部次長（堀 泰彦君） はい。御指

摘のように、その部分に関しては教育委員会管

轄部分でございますが、一応、私で説明できる

部分としてちょっと説明させていただきますの

で、確定ということではないということで御理

解いただければと思います。 

 今回お願いしております部分に関しまして

は、私ども、教育委員会と連携していくという

形で進めさせていただいております。いわゆる

社会教育に関しましては、教育委員会の管轄分

でございます。 

 今回、コミュニティセンターに移行すること

によって、これまで公民館主事として各校区に

配置されていた職員の分につきましては、先ほ

ど申し上げましたように、地域が受けていただ

ければ受けてもらうか、あるいは政策課の職員

として配置することになります。その職員に対

しまして、生涯学習の部分につきましては、教

育委員会の生涯学習課として複数名の、各地配

置じゃなくて、複数校区を担当する職員を設定

することによって、社会教育に関しまして各地

に連携をとって進めていただくことを想定して

いるところでございます。 

 ですから、社会教育、――社会教育でよかっ

たですかね。（｢社会教育」と呼ぶ者あり）失

礼しました。社会教育でございました。言葉を

間違えました。社会教育に関しましては、各地

で行っていることを、集中管理的な課のほうと

して進めていただくことによって、地域での社

会教育はこれまでどおり進めていくという前提

で考えておられるところでございます。 

○委員長（堀口 晃君） はい、鈴木田委員。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。事業とか行事

はわかるんですけど、社会教育というのはそう

いうもんじゃないと私は理解しとっとですけど

ね。社会教育ちゅうとはですね、やっぱりしっ

かりした指導者がおって、そして、その指導の

もとで社会教育をやっぱし、みんなに学習して

もらおうと。 

 結局、教育の基本というとは、家庭教育、学

校教育、それに社会教育が入っとっとですよ。

その社会教育の部分を、事業、行事として取り

扱うとは、非常に危険性があっと思うとですよ

ね。やっぱり、しっかりした学習を受けた、そ

してその知識を持った方が一般に対する社会教

育を行っていかなければ、とんでもない社会が

出てくるんじゃなかろうかって。 

 特に、マスコミ等々については、社会教育は

非常に影響力はありますけれども、そういった

基礎とは関係ない、やっぱり情報を流す場合も

あるんですけれども、――あると私は感じとる

んですけれども、そういった意味でですね、や

っぱり行政が管理しなければならない社会教育

部門ちゅうとばですね、今のような形での捉え

方、例えば、今説明がありましたけど、校区に
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何名かという、――１校区に何名じゃないでし

ょう。幾つかの校区に何人かということだいけ

ん、当然、指導力が物すごく低下するちゅうと

を受けるんですよね。 

 そういった形で、いいです、返事は多分難し

いと思いますので。今後のですね、社会教育体

制についてはですね、十分に協議してもらわな

ければよくないと思います。これは一つの意見

として言わせていただきます。 

○委員長（堀口 晃君） はい、意見でござい

ます。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。 

○委員長（堀口 晃君） ほか、ございません

か。はい、堀副委員長。 

○委員（堀 徹男君） はい。この２枚の資料

で御説明いただいているんですけれども、イメ

ージとしてですね、湧きにくい部分があるんで

すよね。協議会あたりにお示しされた資料の中

に、職員と、それから公民館主事がコミュニテ

ィ支援職員とかとかわる、あの絵をつけていた

だいて、誰がどうなって、この１４万４６００

円はどの人の部分なのかというのをちょっと、

資料をちょっとコピーでもとっていただいてで

すね、それで説明していただくとイメージが湧

きやすいと思うんですけど。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（久木田昌一君） はい。 

○委員長（堀口 晃君） はい、久木田課長。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（久木田昌一君） 失礼いたしました。こ

れは、たびたび申し上げましたように、３月７

日の地域協議会連絡会議のほうで示した資料と

同様なものを（聴取不能）しながら説明したと

ころでございましたので、わかりづらい点がご

ざいましたらば、資料的に必要であればです

ね、今まで説明会等で利用しておりました、も

しくは前回の総務委員会のほうでお示ししまし

た資料等をお渡しすることは可能だというふう

に考えております。 

○委員長（堀口 晃君） 堀委員。 

○委員（堀 徹男君） いやいや、そんな難し

く考えなくていいんです。今、お手元に資料を

持たれてると思うんですよ。絵が描いてあるじ

ゃないですか。公民館がコミュニティセンター

になるということと、それから、職員さんの配

置が、主事が支援委員になってとか、その横に

校区で雇う事務員さんがいるとかという絵が載

っているやつがあったと思うんですけどね。あ

あ、それかな。（｢市民活動政策課長（市民生

活センター所長兼務久木田昌一君「そうです。

ちょっと見づらくて申しわけないです」と呼

ぶ） 

 この１４万４６００円というのが、どの人の

部分のになるのかというのがですね、イメージ

として湧かないんじゃないかと思うんですけ

ど。一部業務委託された場合にですよ。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（久木田昌一君） はい。 

○委員長（堀口 晃君） はい、久木田課長。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（久木田昌一君） 済みません、それで

は、資料のほうを直ちにちょっと準備させてい

ただいて……。（委員堀徹男君「ちょっとコピ

ーとるだけでいいんじゃないですか」と呼ぶ）

はい、ですね。それでよろしいでしょうか。 

○委員長（堀口 晃君） それは今の議論の中

で必要……。どこになるかわからないという状

況ですね。 

○委員（堀 徹男君） わからない。（委員前

川祥子君「堀さんがでしょう、わからないとい

うのは。堀さんのためでしょう。もらってます

から」と呼ぶ） 

○委員長（堀口 晃君） 小会します。 

（午前１１時４４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時４７分 本会） 
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○委員長（堀口 晃君） 本会に戻します。 

 ただいま資料がお手元に届いたかと思います。 

 久木田課長、説明をお願いいたします。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（久木田昌一君） はい。済みません。先

ほども申しましたとおり、これは１２月１０日

の総務常任委員会でお配りしました資料の一部

を抜粋してお配りを再度させていただたところ

でございます。 

 で、済みません、Ａ３判の右上と、それと、

済みません、ページ数でいきますと２０から２

２ページという形で、３ページにわたるところ

でございます。これはもう御存じのとおり、公

民館の体制自体がそれぞれ違うところがござい

まして、左下の分につきましては単独公民館と

書いておりますように、これは単独の公民館と

いうことで、管理体制自体が主事と公民館長と

補助員、シルバー人材センターでございますが、

３人体制で現在なっております。 

 右上につきましては、出張所が併設してる１

０カ所の公民館でございます。現在、体制とし

ますと、公民館主事と出張所長、それと非常勤

の職員という形の３名体制でございます。 

 右下につきましては、各支所に併設している

ような５カ所の公民館でございます。これにつ

きましては、公民館主事が２名体制という形で、

あと支所のほうから地域アドバイザーという形

でアドバイス等の支援をしていただいている現

状でございます。 

 先ほど申された、どの分にその１４万４６０

０円が充てられるのという御質問でございます

が、右側のコミュニティセンターに移行した後

の分が３カ所それぞれございますが、一番上に

大きく丸が囲んであるかと思いますが、地元の

ほうで、地域の協議会のほうでですね、事務委

託を受けていただくということになれば、この

方々、地元のほうで雇用の上、配置を願いたい

という意味合いの御説明だったということにつ

いて御理解をいただきたいなと思っています。 

 以上でございます。 

○委員長（堀口 晃君） 堀委員。 

○委員（堀 徹男君） はい。いただいた資料

でですね、絵の中の丸で囲んであるＡさんの分

の人件費相当分と。直接のこの人の人件費じゃ

ないわけですよね。一部管理の委託料として払

われるということでしょう。 

○委員長（堀口 晃君） はい、久木田課長。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（久木田昌一君） はい。おっしゃるとお

りでございまして、先ほど申しましたとおり、

人件費相当分を委託料等でお支払いをするとい

う考え方でございます。 

○委員（堀 徹男君） はい。 

○委員長（堀口 晃君） はい、堀委員。 

○委員（堀 徹男君） はい。コミュニティセ

ンターに移行した場合ですね、今の職員を引き

上げる、引き上げないという話になると、今い

ただいた資料の絵の中では、地域アドバイザー

さんも同時に存在されているんですよね。 

 で、先ほどのお答えは少し違ったニュアンス

に聞こえたもんですから、改めてこの資料をい

ただいて、どの部分に相当するのかというのを

お尋ねしたんですけれども、一部管理業務委託

を受けていただいたら、地域アドバイザーは今、

引き上げるというふうに私聞こえたんですけど、

この絵とはちょっと違いますよね。職員配置の

あり方としてはですね。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（久木田昌一君） はい。 

○委員長（堀口 晃君） はい、久木田課長。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（久木田昌一君） 堀副委員長のおっしゃ

るとおりでございます。済みませんでした。地

域アドバイザーについてはですね、これに記載

しておりますとおり、地元のほうでお受けいた

だいた中で雇用、職員のほうを配置されてもで
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すね、あと市の職員としまして、それぞれ記載

しておりますとおり、臨時、シルバー等を含め

た中で、２名の市からの配置というふうに考え

ております。 

○委員長（堀口 晃君） はい、堀委員。 

○委員（堀 徹男君） いや、さっき亀田委員

がお尋ねされた部分で、業務委託を受けたらど

うなるのということで、受けたところは、いわ

ゆる政策課から来ている職員は引き上げますと

いうようなニュアンスに私聞こえたもんですか

ら、改めてこの資料を出してもらって……。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（久木田昌一君） はい。 

○委員長（堀口 晃君） はい、久木田課長。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（久木田昌一君） 済みません、私の説明

が不足しておったかと思っております。 

 現在配置されてます所長であったり非常勤の

職員は当然、委託を受けられても変わりません

けれど、公民館主事という分につきまして、コ

ミュニティセンターになった場合、当然、引き

上げられるということになりますもんですから、

うちの市民活動政策課の職員として、３番目で

すね、３人目として配置をする必要がございま

す。当然、事務委託を受けていただければ、そ

の３人目の職員が引き上げるという意味合いで

説明したつもりでございました。 

 大変申しわけございませんでした。 

○委員（堀 徹男君） 済みません。 

○委員長（堀口 晃君） はい、堀委員。 

○委員（堀 徹男君） まだわからない。３人

目の職員という意味がよくわからないんですけ

ど。（｢主事だろう」と呼ぶ者あり） 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（久木田昌一君） はい。 

○委員長（堀口 晃君） 久木田課長。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（久木田昌一君） はい。済みません。大

変説明が不足して申しわけございません。 

 委託を例えば受ける場合はですね、２人につ

いては所長であったり非常勤職員として、従前

どおりうちの職員として配置をします。もし受

けられなかった場合は、現３名体制を維持する

という意味で説明をしておりますので、公民館

主事は先ほど言いましたように引き上げられる

んですけれど、当然、３名体制を維持するため

には、もう一人職員を配置する必要があるとい

う意味合いで説明をしたところでございます。 

 それでようございますでしょうか。（委員堀

徹男君「いや、それはわかってるんですよ」と

呼ぶ） 

○委員長（堀口 晃君） はい、堀委員。 

○委員（堀 徹男君） 公民館主事は、地域ア

ドバイザーとしてスライドする、ただ入れかえ

るっていうだけでしょう。うん。 

 で、先ほどの説明は、一部事務委託を受けら

れた場合は、それは引き上げるって、それは、

それ以外のプラス１の部分っていうことなんで

すか。いや、そうは聞こえなかったもんですか

らね。 

○委員長（堀口 晃君） はい、久木田課長。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（久木田昌一君） はい。済みません。ち

ょっと私の説明不足で大変御迷惑をかけました。 

○委員長（堀口 晃君） はい、堀委員。 

○委員（堀 徹男君） だから、こういった絵

を使って説明をしてくださいというふうに私は

思っていたんですけれども。 

○委員長（堀口 晃君） よろしいですか。 

○委員（堀 徹男君） わかりました。 

○委員長（堀口 晃君） はい。 

 ほかございませんか。はい、西濵委員。 

○委員（西濵和博君） はい。本市が今回取り

組まれてるこのあり方について、参考までにお

聞きしたいんですけど、熊本県内の各市におい

て、本市と同じような移行の方法をとられた自
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治体がありますでしょうか。あれば、そこの自

治体はどこかお教えいただけますでしょうか。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（久木田昌一君） はい。 

○委員長（堀口 晃君） はい、久木田課長。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（久木田昌一君） 一部管理業務委託とい

う形で移行をされておるところについては、ち

ょっと情報はございません。 

 で、県内の中で、例えば熊本市であったり天

草市であったりというところにつきましては、

全てではございませんけど、コミュニティセン

ター化と並行して同時に指定管理に移行されて

るという自治体については、情報はつかまえて

おります。 

 以上です。 

○委員長（堀口 晃君） はい、西濵委員。 

○委員（西濵和博君） はい。今執行部のほう

でお考えの一部業務委託については、そういう

情報はないということなんですけれども、いろ

いろ他の市の事例も御調査なさっていらっしゃ

るかなというふうに思うんですよね。こういう

スタイルのあり方がとり行っておられる自治体

があるとしたならば、当然、メリット、デメリ

ットだとか課題だとかを御承知かと思うんです

けれども、そこら辺はどのように評価、認識な

さっていらっしゃいますでしょうか。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（久木田昌一君） はい。 

○委員長（堀口 晃君） 久木田課長。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（久木田昌一君） はい。先ほど言いまし

たように、先進事例の中で、コミュニティセン

ター移行と同時に指定管理を受けられたところ

が、移行に当たって時間的な余裕、勉強する時

間が、当然、同時進行ですので、いろんな、受

けられた後、事務支障であったりとか、いろん

な戸惑いがあったというふうに聞いております。

そういう意味で、八代市の場合は段階的な措置

として、一部業務委託をまず受けていただいて、

それぞれの協議会のほうで勉強期間を設けた中

で将来の指定管理等に向けてですね、移行がで

きればという意味合いで、この一部業務委託を

先行させるような形で計画をつくったところで

ございます。 

 以上です。 

○委員長（堀口 晃君） はい、西濵委員。 

○委員（西濵和博君） はい。背景は、今の御

説明で理解できました。 

 そこで、ちょっと１点提案といいますか、今

こういうことを申し上げるのもどうかと思うん

ですが、既に各校区にお示しなされて、３月７

日も資料を出されたということで、市の考えが、

説明会、資料配付をもって認識度が深まったの

かなというふうに察するところなんですが、そ

の中で、意欲的な校区もあられるということと、

慎重にということもあられるんじゃないかなと

いうふうに受けとめるところなんですが、例え

ば、その２９年、――１年先送りされたという

中にあって、例えば意欲的なところを試行的な

モデルとして実施して、そのあり方を検証した

中で、他の校区、全てが同じような状況じゃな

いでしょうから、当てはまらないかもしれませ

んけれども、そのあり方を見て、検証して、こ

う進めていくというモデル的な取り組みという

のも国の事業ではよくありますものですから、

いかがかなというふうに思うわけでございます。 

 執行部のこの取り組みを否定するわけではな

いんですけれども、非常にやってみないとわか

らないということからすると、やった結果、や

っぱりもとに戻るということがあるとなおさら

どうかなと思うもんですから。そういった件に

ついては御検討なされましたでしょうか。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（久木田昌一君） はい。 

○委員長（堀口 晃君） 久木田市民活動政策
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課長。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（久木田昌一君） はい。おっしゃるとお

りでございます。地域の実情等に沿うような形

でですね、先行をされたい方については、当然、

モデル的な形での位置づけをさせていただきま

して、リーダー研修的な部分で情報交換会等も

予定しておりますので、その中でお互いの情報

等を交換していただいて、当然、市からも支援、

応援等をしながらですね、一部事務委託等が広

がっていくような形でですね、御協力をしなが

ら、いい事例のほうをですね、先行させていた

だければなというふうに考えておるところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○委員長（堀口 晃君） はい、西濵委員。 

○委員（西濵和博君） はい。市がいいことだ

からと思って進められたいという御意向はわか

るんですけど、やってみて地域になじむか、な

じまないか、それは地域の評価も片やあるかと

思いますもんですから、今のところ、お見込み

と、実際の地域の受けとめ方ってまたちょっと

違うかもしれませんしですね、そこら辺もある

ことを踏まえてですね、お取り組みいただけれ

ばなと思います。これは要望ですけど。 

 以上です。 

○委員長（堀口 晃君） はい。ほかございま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（堀口 晃君） なければ、以上でコ

ミュニティセンター施設の一部管理業務委託に

ついてを終了いたします。 

 そのほか、当委員会所管事務調査について何

かございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（堀口 晃君） はい。なければ、以

上で所管事務調査２件についての調査を終了い

たします。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

てお諮りいたします。 

 所管事務調査２件については、なお調査を要

すると思いますので、引き続き閉会中の継続審

査の申し出をしたいと思いますが、これに御異

議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（堀口 晃君） 異議なしと認め、そ

のように決しました。 

 以上で本日の委員会の日程は全部終了いたし

ました。 

 これをもって、総務委員会を散会いたします。 

（午前１１時５９分 閉会） 
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